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そ
の
昔
、
高
崎
は
古
代
東
国
文
化
の
中
心
地
で
あ
り
、
大
陸
や
畿
内
と
の
交
流
が
盛
ん
で
、
当

時
の
国
づ
く
り
を
支
え
た
、
国
内
有
数
の
勢
力
を
持
つ
豪
族
が
居
住
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
遠
く
大
海
原
を
越
え
て
き
た
帰
化
人
や
各
地
か
ら
移
住
し
て
き
た
人
々
が
、
新
し
い
知
識

と
技
術
を
伝
え
、
古
代
の
高
崎
人
と
共
に
豊
か
な
産
業
と
文
化
を
育
み
ま
し
た
。

　
都（
み
や
こ
）と
地
方
の
国
府
を
つ
な
ぐ
重
要
地
で
も
あ
り
、古
代
の
高
速
道
路
と
も
い
え
る「
東

山
道
」
が
こ
こ
高
崎
を
通
っ
て
い
ま
し
た
。
馬
を
飛
ば
す
役
人
や
国
防
の
兵
士
た
ち
が
こ
の
道
を

行
き
交
っ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

高
崎
市
内
に
は
、
上
野
三
碑
と
呼
ば
れ
る
国
指
定
特
別
史
跡
の
古
碑
が
あ
り
ま
す
。
完
存
す
る

碑
と
し
て
は
国
内
最
古
の
「
山
上
碑
」。
日
本
三
古
碑
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
「
多
胡
碑
」。
そ

し
て
「
群
馬
」
の
地
名
が
刻
ま
れ
た
最
古
の
史
料
と
さ
れ
る
「
金
井
沢
碑
」
で
す
。
こ
れ
ら
の
碑

の
存
在
は
、
こ
の
地
に
豊
か
な
文
化
が
育
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
す
。
古
く

に
は
、
今
の
高
崎
を
含
む
地
域
は
「
車
（
く
る
ま
）」
と
呼
ば
れ
て
い
て
、
戦
や
農
耕
、
交
通
手
段

と
し
て
重
要
な
馬
の
一
大
産
地
で
し
た
。
こ
う
し
た
背
景
も
あ
っ
て
、奈
良
時
代
に「
好
字
二
文
字
」

で
地
名
を
表
す
よ
う
朝
廷
か
ら
命
じ
ら
れ
る
と
「
群
馬
」
の
二
文
字
が
当
て
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

が
今
の
群
馬
県
の
起
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
高
崎
は
、
関
八
州
を
守
る
扇
の
要
、
中
山
道
、
三
国
海
道
、
日
光
例
幣
使
街
道
が

交
差
す
る
宿
場
町
と
な
り
、
城
下
に
商
家
が
立
ち
並
ん
で
繁
栄
し
ま
し
た
。
高
崎
は
、
群
馬
県
内

で
盛
ん
に
生
産
さ
れ
て
い
た
生
糸
・
絹
取
引
の
中
心
都
市
と
な
り
、
江
戸
と
見
ま
が
う
ほ
ど
の
に

ぎ
わ
い
で
し
た
。
高
崎
宿
に
隣
り
合
う
倉
賀
野
宿
は
利
根
川
水
系
最
上
流
の
河
岸
と
し
て
上
信
越

諸
国
の
物
流
機
能
を
一
手
に
担
い
、
高
崎
は
中
山
道
随
一
の
商
都
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。

　
幕
末
の
動
乱
を
経
て
、
明
治
時
代
に
な
る
と
、
高
崎
の
商
人
は
、
日
本
の
殖
産
興
業
の
柱
と
な
っ

て
い
た
生
糸
を
、
開
港
間
も
な
い
横
浜
港
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
と
輸
出
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

世
界
を
相
手
に
貿
易
を
行
い
、
金
融
経
済
の
発
展
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
高
崎
の

人
々
が
力
を
注
い
だ
高
崎
線
の
開
通
に
よ
っ
て
、
鉄
道
を
中
心
と
し
た
近
代
的
な
都
市
づ
く
り
を

進
め
、
つ
な
ぐ
都
市
、
集
ま
る
都
市
「
高
崎
」
の
礎
が
築
き
上
げ
ら
れ
た
の
で
す
。

つ
な
ぐ
都
市
、
集
ま
る
都
市

2つなぐ都市、集まる都市　3 　つなぐ都市、集まる都市

青木周渓「上州片岡郡清水観音十日ン夜之光景」

「
群
馬
」の
起
源
と
な
っ
た
東
国
の
都

街
道
随
一
の
商
都
が
近
代
交
通
の
拠
点
に

つ
な
ぐ
都
市
、集
ま
る
都
市

▲高崎市には古墳が数多く残る。写真は復元された八幡塚古墳。1500 年前のこの地域には「牧」が広がり馬の産地だった



　

本
州
の
中
央
に
位
置
す
る
高
崎
市
は
、

古
く
か
ら
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
、
多

く
の
人
々
を
迎
え
入
れ
て
き
た
商
都
で
す
。

か
つ
て
人
馬
が
行
き
交
っ
て
い
た
街
道
は

高
速
道
路
と
な
り
、
蒸
気
機
関
車
が
新
幹

線
へ
と
変
わ
る
時
代
の
流
れ
の
中
で
、
本

市
は
新
た
な
都
市
像
を
描
い
て
き
ま
し
た
。

現
在
で
は
関
越
自
動
車
道
、
北
関
東
自
動

車
道
、
長
野
自
動
車
道
、
上
越
新
幹
線
、

北
陸
新
幹
線
と
い
っ
た
高
速
交
通
網
が
交

差
す
る
内
陸
交
通
軸
の
中
心
と
な
っ
て
い

ま
す
。「
つ
な
ぐ
都
市
」
そ
し
て
「
集
ま
る

都
市
」
と
し
て
、
本
市
の
役
割
は
今
後
さ

ら
に
高
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

　

新
幹
線
で
東
京
ま
で
50
分
、
新
潟
ま
で

75
分
、
金
沢
ま
で
１
１
０
分
、
北
関
東
自

動
車
道
で
水
戸
ま
で
90
分
。
太
平
洋
側
と

日
本
海
側
を
結
ぶ
、
抜
群
の
内
陸
交
通
の

拠
点
性
を
生
か
し
、
本
市
は
、
新
た
な
交

流
人
口
の
創
出
を
目
指
し
た
都
市
戦
略
を

進
め
て
い
ま
す
。
２
つ
の
新
幹
線
と
３
つ

の
高
速
道
に
よ
る
交
通
利
便
性
を
更
に
高

め
る
た
め
、
北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業
に
先

立
ち
、
Ｊ
Ｒ
高
崎
駅
東
口
と
関
越
自
動
車

道
を
結
ぶ「
高
崎
玉
村
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
」
を
整
備
し
、
平
成
26
年
２
月

に
オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
し
た
。
高
崎
玉
村
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は
、
高
崎
駅

東
口
か
ら
７・１
㎞
、
自
動
車
で
約
10
分
の

距
離
に
あ
り
、
新
幹
線
と
高
速
道
路
を
接

続
す
る
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
の
役
割
を
果
た
し

ま
す
。
全
国
的
に
も
高
い
レ
ベ
ル
に
あ
る

高
崎
都
心
部
の
交
通
拠
点
性
を
よ
り
向
上

さ
せ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
高
崎
駅
東
口
の
高
速
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
を
発
着
す
る
路
線
は
、首
都
圏
、東
北
、

北
陸
、
近
畿
な
ど
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

高
崎
玉
村
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
を
利
用
す
る
車
両
数
は
、
オ
ー
プ
ン
か

ら
短
期
間
で
東
日
本
管
内
の
上
位
と
な
り
、

ビ
ジ
ネ
ス
、
観
光
、
物
流
に
効
果
を
生
み

出
し
て
い
ま
す
。
高
崎
市
は
、
こ
の
エ
リ

ア
を
新
し
い
高
崎
の
産
業
副
都
心
と
位
置

づ
け
、
面
積
64
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
「
高
崎
ス

マ
ー
ト
IC
産
業
団
地
（
仮
称
）」
を
造
成
し

ま
す
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
や
観
光
に
よ
る
広
域
交
流
を

盛
ん
に
す
る
た
め
、
高
崎
市
は
こ
れ
ま
で
、

交
流
拠
点
都
市
と
し
て
の
機
能
を
強
化
す

る
「
高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
戦
略
」
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
北
陸
新
幹
線
の
金
沢

延
伸
と
高
崎
玉
村
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
と
い
う
新
た
な
高
速
交
通
網
に

よ
り
本
市
の
交
流
拠
点
性
は
さ
ら
に
高
ま

り
ま
し
た
。
今
後
は
、
全
国
に
ア
ク
セ
ス

し
や
す
い
立
地
性
と
交
通
利
便
性
を
生
か

し
、
首
都
圏
と
北
信
越
、
北
関
東
の
ハ
ブ

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
心
）
と
し
て
の
都
市

首
都
圏
、
北
関
東
、
上
信
越
、

北
陸
を
結
ぶ
内
陸
交
通
の
要
衝

新
幹
線
と
高
速
道
に
よ
る

高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

研
ぎ
澄
ま
さ
れ
る
「
ハ
ブ
」
機
能

機
能
を
発
揮
し
て
い
き
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
上
野
東
京
ラ
イ
ン
で
高
崎
線
と
東

海
道
線
が
相
互
直
通
運
転
と
な
り
、
高
崎

と
横
浜
、
小
田
原
、
熱
海
が
つ
な
が
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
高
崎
線
の
終
点
だ
っ
た

上
野
か
ら
東
京
、
新
橋
、
品
川
へ
の
乗
り

換
え
が
無
く
な
り
、
高
崎
線
が
丸
の
内
オ

フ
ィ
ス
街
に
直
結
さ
れ
る
な
ど
、
東
京
都

心
部
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
大
き
く
向
上
し
ま

し
た
。
ま
た
、
湘
南
新
宿
ラ
イ
ン
に
よ
り

高
崎
か
ら
池
袋
、
新
宿
方
面
へ
の
利
便
性

も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
新
幹
線
も
含
め
て
都
内
へ

向
か
う
多
く
の
通
勤
・
通
学
者
に
利
用
さ

れ
て
い
る
路
線
で
す
。
東
京
や
神
奈
川
と

直
結
し
た
こ
と
で
、
高
崎
は
首
都
圏
の
山

の
手
と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
崎
線
が
東
京・品
川・横
浜
と
直
通

首
都
圏
の
山
の
手
に
な
っ
た
高
崎

北陸新幹線により、北陸と首都圏が近くなり、観
光やビジネスで新たな交流が生まれます。北陸の
都市と首都圏の交流連携は、東京と大阪を結ぶ新
たな国土軸を日本海側に形成し、太平洋側の災害
に備えたバックアップ機能、アジアの成長を視野
に入れた国際競争力の強化につながります。また、
東日本大震災後の復興に取り組む東北地方３県（岩
手・宮城・福島）との連携も重要となっています。

東京

大阪

金沢
長野 高崎

北陸ルート 北陸新幹線

東海ルート東海道新幹線

名古屋

日本の真ん中
内陸のハブ都市高崎

新幹線と高速道のゲートウェイ

つ
な
ぐ
都
市
、
集
ま
る
都
市

■高崎を中心とした交通アクセス

▶▶▶ さらに拡大する高崎のハブ機能
COLUMN

進化し続ける群馬の玄関口・高崎駅

新たな玄関口「高崎玉村スマートＩＣ」

4つなぐ都市、集まる都市　5 　つなぐ都市、集まる都市



　

高
崎
は
、
内
陸
交
通
の
拠
点
都
市
と
し

て
多
く
の
交
流
人
口
を
誇
り
ま
す
。
高
速

交
通
網
の
進
展
で
そ
の
交
流
圏
は
さ
ら
に

拡
大
し
て
い
ま
す
。
高
崎
を
中
心
と
し
て

2
時
間
で
移
動
で
き
る
圏
域
の
都
県
人
口

は
４
６
０
０
万
人
で
す
。
日
本
の
人
口
の

約
半
分
が
高
崎
の
交
流
圏
に
あ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

現
在
高
崎
市
が
進
め
て
い
る
「
高
崎
文

化
芸
術
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」
や
新
体
育
館

「
高
崎
ア
リ
ー
ナ
（
仮
称
）」
な
ど
の
整
備

に
よ
り
、
新
た
に
見
込
ま
れ
る
分
を
加
え

る
と
、
交
流
人
口
は
年
間
お
よ
そ
4
千
万

人
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
商
業
や
ビ
ジ
ネ
ス

の
分
野
に
加
え
、
国
内
外
を
視
野
に
入
れ

た
音
楽
や
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
の
新
た
な

交
流
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
や
観
光
で
群
馬
県
を
訪
れ
る

人
は
年
間
2
億
6
千
万
人
で
、
そ
の
中
心

が
高
崎
市
と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
崎
駅
周

辺
に
は
、
群
馬
県
内
の
温
泉
地
と
同
規
模

の
宿
泊
施
設
の
集
積
が
あ
り
、
群
馬
を
訪

れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
や
観
光
客
の
拠
点
と

な
っ
て
い
ま
す
。

北関東屈指の
集客力を持つ高崎

芸術とスポーツで夢を創造し 4千万人が交流

高崎文化芸術センター（仮称）
2,018 席のメインホール（下図）や音楽専
用ホールなどを備えあらゆる舞台芸術に
対応する。平成30年秋の開館予定

メインアリーナ（下図）の最大収容人数は
約 6,000 で国際級の大会にも対応可能。
平成28年度開館予定

高崎アリーナ（仮称）

つ
な
ぐ
都
市
、
集
ま
る
都
市

6つなぐ都市、集まる都市　

　

平
成
25
年
の
観
光
客
入
込
調
査
で
は
、

県
外
か
ら
の
来
客
は
１
８
３
万
人
、
宿
泊

客
は
59
万
3
千
人
で
、
県
内
都
市
部
の
中

で
は
群
を
抜
い
て
い
ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
を

は
じ
め
、
ゴ
ル
フ
や
リ
ゾ
ー
ト
を
楽
し
む

観
光
客
の
宿
泊
地
と
し
て
高
崎
が
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

高
崎
市
が
現
在
進
め
て
い
る
の
が
外
国

人
観
光
客
の
受
け
入
れ
体
制
の
強
化
で
す
。

英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
に
よ
る
情
報
案

内
シ
ス
テ
ム
「
た
か
さ
き
観
光
情
報
案
内

板
」
を
市
内
の
観
光
施
設
に
設
置
し
て
い

ま
す
。

　

ガ
イ
ド
に
従
っ
て
指
で
操
作
す
る
タ
ッ

チ
パ
ネ
ル
方
式
で
、
お
す
す
め
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
や
両
替
所
、
電
車
・
バ
ス
の
乗
り

方
、
医
療
機
関
な
ど
き
め
細
か
な
情
報
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
崎
在
住
の

外
国
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
母
国
語
で
作
成
し

た
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
、英
語
、中
国
語
、

繁
体
字
版
、
韓
国
語
、
タ
イ
語
、
ア
ラ
ビ

ア
語
版
で
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
高
崎
駅
周
辺
や
公
共
施
設
、
中

心
商
店
街
で
は
、無
料
の
Ｗ
Ｉ
―
Ｆ
Ｉ
（
ワ

イ・フ
ァ
イ
）エ
リ
ア
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、

ど
こ
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き

る
環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

駅
周
辺
に
集
積
す
る
宿
泊
施
設

芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
の

国
際
交
流
都
市
に

外
国
人
観
光
客
に
情
報
提
供

◀外国語対応の案内版は駅や宿泊施設などに設置

◀
高
崎
に
在
住
す
る
外
国
人
が
作
成
し
た
高
崎

　

を
紹
介
す
る
観
光
案
内
パ
ン
レ
ッ
ト
。
写
真

　

は
英
語
版
と
中
国
語
版

7 　つなぐ都市、集まる都市



上信越と首都圏を結ぶ
ビジネス都市

全国でも指折りの可能性を秘めた商都

つ
な
ぐ
都
市
、
集
ま
る
都
市

8つなぐ都市、集まる都市　

所
や
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
、
群
馬
音
楽
セ

ン
タ
ー
な
ど
公
共
施
設
の
集
積
地
で
す
。

江
戸
時
代
に
築
か
れ
た
お
堀
と
桜
に
囲
ま

れ
た
都
市
公
園
と
し
て
高
崎
の
シ
ン
ボ
ル

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
、
交
通
の
要
衝
で
あ
る
こ
と
に

加
え
、
風
水
害
な
ど
の
自
然
災
害
が
少
な

い
こ
と
か
ら
、
危
機
管
理
上
各
種
企
業
活

動
の
情
報
を
保
存
す
る
、
首
都
圏
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
の
候
補
地
と
し
て
も

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
群
馬
県

の
日
照
時
間
の
長
さ
は
全
国
4
位
で
、
気

候
的
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

経
済
活
動
も
円
滑
と
な
り
、
国
内
の
ト
ッ

プ
企
業
、
国
際
的
に
高
い
シ
ェ
ア
を
も
つ

メ
ー
カ
ー
の
基
幹
工
場
、
欧
米
に
本
社
を

置
く
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
日
本
工
場
、
先

端
産
業
の
研
究
施
設
が
高
崎
に
進
出
し
、

生
産
・
物
流
・
営
業
の
拠
点
と
し
て
高
崎

市
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

高
崎
市
は
、
高
崎
駅
東
口
エ
リ
ア
に
芸

術
文
化
の
拠
点
と
な
る
新
音
楽
ホ
ー
ル「
高

崎
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」
を
整
備

し
て
い
ま
す
（
6
頁
参
照
）。
こ
れ
と
併
設

し
て
、商
業
施
設
と
産
業
振
興
機
能
を
持
っ

た
大
規
模
複
合
施
設
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
高
崎
駅
西
口
エ
リ
ア
に
は
、
国

際
大
会
が
開
催
で
き
る
新
体
育
館
「
高
崎

ア
リ
ー
ナ
（
仮
称
）」
を
建
設
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
西
口
の
駅
前
に
は
、
国
内
最
大
手

企
業
に
よ
る
北
関
東
最
大
級
の
大
型
商
業

施
設
の
整
備
が
進
行
中
で
す
。
高
崎
都
心

部
は
、
大
き
く
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。

大
き
く
生
ま
れ
変
わ
る
高
崎
駅
周
辺

　

商
都
と
し
て
の
歴
史
を
持
っ
た
高
崎

は
、そ
の
卓
越
し
た
交
通
拠
点
性
か
ら
、卸・

小
売
の
拠
点
都
市
、
ビ
ジ
ネ
ス
都
市
と
し

て
大
き
く
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
高
崎
市

の
商
業
売
り
上
げ
は
2
兆
９
０
２
７
億
円

（
平
成
24
年
経
済
セ
ン
サ
ス
）
で
、
全
国
14

位
に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
、
45
の
中
核
市
の

中
で
は
ト
ッ
プ
。
20
の
政
令
指
定
都
市
と

も
肩
を
並
べ
る
勢
い
で
す
。

　

高
崎
駅
周
辺
に
は
家
電
量
販
店
最
大
手

の
本
社
を
は
じ
め
、
全
国
企
業
の
広
域
的

な
営
業
拠
点
が
集
積
し
、
上
信
越
・
北
関

東
エ
リ
ア
屈
指
の
ビ
ジ
ネ
ス
ゾ
ー
ン
を
形

成
し
て
い
ま
す
。
駅
周
辺
か
ら
中
心
市
街

地
ま
で
は
、
百
貨
店
や
魅
力
あ
る
商
業
施

設
を
核
に
、
賑
わ
い
と
活
力
に
あ
ふ
れ
た

ま
ち
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
積
極
的
な
再
開
発
事
業
の
取
り

組
み
に
よ
り
、
高
崎
都
心
部
の
高
度
利
用

が
進
ん
で
い
ま
す
。
高
崎
駅
と
大
型
商
業

施
設
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
、
ホ
テ
ル
な
ど
を

ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
（
空
中
回
廊
）

で
接
続
し
、
一
体
的
で
回
遊
性
の
高
い
都

市
空
間
を
作
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
賑
わ
い
の
あ
る
西
口
商
業
エ

リ
ア
か
ら
連
続
す
る
城
址
地
区
は
、
市
役

上
信
越
・
北
関
東
エ
リ
ア
屈
指
の

ビ
ジ
ネ
ス
ゾ
ー
ン
が
展
開

災
害
が
少
な
く
選
ば
れ
る
都
市

◀東口にはペデストリアンデッキが拡大

▲大型商業施設の整備が進む西口周辺

地震発生確率は最大で 0.008％の安全性。
文部科学省に設置されている地震調査研究推進本
部の公表（2005 年 3 月）では、高崎市に関わる
30 年以内の地震発生確率は、ほぼ 0～ 0.008％と
評価されています。

9 　つなぐ都市、集まる都市



　

高
崎
市
は
日
本
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す

る
こ
と
か
ら
、
物
流
の
分
野
に
お
い
て
も

立
地
の
優
位
性
が
あ
り
ま
す
。
大
消
費
地

の
東
京
を
は
じ
め
、
東
北
か
ら
近
畿
ま
で
、

偏
り
な
く
カ
バ
ー
で
き
る
位
置
に
あ
り
、

物
流
に
伴
う
時
間
や
コ
ス
ト
面
で
強
み
を

発
揮
し
ま
す
。
首
都
圏
、
北
関
東
、
北
信

越
を
始
め
、
東
北
や
関
西
方
面
へ
も
輸
送

時
間
や
コ
ス
ト
の
均
等
化
を
図
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
関
越
自
動
車
道
鶴
ヶ
島
Ｊ
Ｃ

Ｔ
か
ら
圏
央
道
（
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動

車
道
）
で
中
央
自
動
車
道
路
、
東
名
高
速

道
路
と
接
続
さ
れ
、
都
内
を
経
由
せ
ず
に

東
海
、
中
京
地
域
へ
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
崎
市
は
、
太
平
洋
、
日
本
海
側
ど
ち

ら
に
も
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
、
内

陸
で
あ
り
な
が
ら
海
外
と
の
交
易
に
も
便

利
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
東
京
港
、
横

浜
港
、
新
潟
港
へ
の
接
続
が
容
易
で
、
北

関
東
自
動
車
道
で
茨
城
県
那
珂
湊
港
と
も

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
相
手
国
に
応
じ
て

航
路
の
選
択
が
可
能
で
す
。
群
馬
県
は
内

陸
に
あ
り
な
が
ら
、
輸
出
入
貨
物
量
が
全

国
ラ
ン
キ
ン
グ
の
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

高
崎
に
は
イ
ン
ラ
ン
ド
デ
ポ
（
※
）
が

設
置
さ
れ
、
国
際
物
流
の
利
便
性
を
高
め

常陸那珂港区
北米・南米・韓国・中国
ロシア・東南アジア・豪州
地中海・欧州
東、南アフリカ

物流の拠点として
選ばれる都市

世界に開かれた海外貿易が展開できる内陸都市

高崎の交通利便性を生かした企業
つ
な
ぐ
都
市
、
集
ま
る
都
市

10つなぐ都市、集まる都市　

る
施
設
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

東
西
南
北
に
広
が
る

立
地
条
件
の
優
位
性

相
手
国
に
応
じ
て

太
平
洋
・
日
本
海
の
航
路
を
選
択

※
内
陸
に
設
け
ら
れ
た
通
関
施
設
。経
費
の

節
減
や
手
続
き
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
が
可
能

シリアル食品のグローバルメーカー、ケロッグ合同会社の高崎
工場は、国内唯一の生産拠点として、昭和 44年に創業しま

した。首都圏近郊の候補地の中から、交通アクセスの良さ、物流
効率のメリットにより高崎市が選ばれました。アジア初の生産工
場として、ケロッグの世界戦略に位置づけられた高崎工場は、物
流の拠点機能も担っています。

日本唯一の生産拠点
ケロッグ高崎工場

　永製菓株式会社は、国内生産拠点の統合・再編の中で高崎
市に進出し、基幹工場を新設しました。高崎市は高速交通

網が整備されているため、原材料や製品の輸送が効率的であり、
地震などの自然災害の少ないことが森永製菓に評価されました。
日本海側と太平洋側へのアクセスが良く、海外への輸出も視野に
入れた展開を考え、魅力ある工場づくりが進められています。

「東洋一」を目指す
森永製菓の基幹工場

　塚製薬株式会社の高崎工場は、平成元年（1989）にポカ
リスエットなどの飲料製品の生産工場として誕生しました。

大塚製薬は立地条件を調査し、高崎市の榛名山系を水源とする豊
富で良質な水が飲料の生産に最適だと判断しました。飲料製品は
重量とかさが大きく、輸送計画が重要となりますが、日本の中央
に位置し、交通の便が良い高崎市は物流においても好立地でした。

ポカリスエットの生産工場
輸送に最適な高崎市

　日本エリアにエクステリア製品を展開するエスビック株式
会社は、高崎市内 5工場とつくば工場を拠点に、1日に 20

万本のブロックを生産し、大型トラック 200台分の輸送量、世界
最大のブロック供給量となっています。関越自動車道・高崎 IC近
くに物流の心臓部となる高崎物流センターと高崎工場、高崎玉村
スマート ICに隣接して工場が開設されています。

インターチェンジに直結
暮らしに必要なブロックの世界最大拠点

　凍・冷蔵食品の製造、卸の株式会社松村乳業の関東物流セン
ターは、冷凍食品業界最大の物流拠点となっています。高崎

市は、関越自動車道、上信越自動車道、北関東自動車道が交差し
ており物流に不可欠な交通利便性が高いと判断。これまで高崎市
内、県内に分散していた倉庫を集約しました。敷地内には 920坪
の冷凍倉庫、50坪の冷蔵倉庫、550坪の常温倉庫を備えています。

冷凍食品業界最大規模の
物流センター

シ

森

大

東

冷
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上
野
の
地
に
今
も
残
る

い
に
し
え
の
人
々
の
思
い

金
井
沢
碑
か
な
い
ざ
わ
ひ

多
胡
碑
た
ご
ひ

山
上
碑
や
ま
の
う
え
ひ

ＴＯＰＩＣＳ

ＴＯＰＩＣＳ1

高
崎
市
の
大
き
な
歴
史
財
産
と
し
て
数
え

ら
れ
る
も
の
に
「
上
野
三
碑
」
が
あ
り

ま
す
。

　
「
上
野
三
碑
」
と
は
西
暦
６
８
１
年
〜
７
２
６

年
（
飛
鳥
〜
奈
良
時
代
）
に
建
立
さ
れ
た
「
山

上
碑
」「
多
胡
碑
」「
金
井
沢
碑
」
の
総
称
で

す
。
い
ず
れ
も
「
国
特
別
史
跡
」
に
指
定
さ

れ
、
高
崎
市
の
南
西
地
域
に
半
径
5
㎞
圏
と
い

う
狭
い
範
囲
に
点
在
し
て
い
る
う
え
、
三
碑
が

建
立
さ
れ
た
時
期
に
は
45
年
の
開
き
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
国
内
に
現
存
し
て
い
る
石
碑
が
16
例

で
、
う
ち
5
例
が
関
東
か
ら
東
北
地
方
に
存
在

し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の
希
少
性
は

明
ら
か
で
す
。

　

律
令
政
治
が
開
花
期
を
迎
え
た
奈
良
時
代

に
、最
も
重
要
な
手
段
と
な
っ
た
の
は
「
文
字
」

で
あ
り
、
碑
を
建
て
る
こ
と
は
優
れ
て
知
的
な

事
業
で
し
た
。
そ
こ
に
は
、漢
字
・
漢
文
を
も
っ

て
日
本
語
・
日
本
文
を
書
き
表
そ
う
と
し
た

努
力
の
跡
が
は
っ
き
り
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
地
域
に
は
、
渡
来
系
集
団
と
在
地
の
豪
族
と

の
交
流
が
あ
り
、
高
い
教
養
と
文
化
を
持
っ
た

人
々
が
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

「上野三碑」を世界記憶遺産に登録しようと平成26年 11月 1日、住民や県・市などの行政
関係者により「上野三碑世界記憶遺産登録推進協議会」が設立された。写真は多くの住民が参
加した設立総会の様子。当日は原寸大の三碑のレプリカも展示された。

「世界記憶遺産」
登録を目指す上野三碑

上野三碑を世界記憶遺産に

多 胡 碑                             
TAGO

栃木県の「那
なすのくにのみやつこ

須国造碑」、宮城県の
「多賀城碑」とともに日本三古碑の
一つです。平城京遷都の翌年711
年 (和銅4年 )に、上野国の片岡
郡、緑

みどの

野郡、甘
かんら

楽郡から6つの郷を
割き、新たに多胡郡が新設されたと
いう1300年前に行政再編があっ
たことを記録しています。日本の
正史「続

しょくにほんぎ

日本紀」にもこの再編に
ついての記述があります。碑文は
和
わかん

漢混
こんこうぶん

淆文で記され、おおらかで
力強い楷書体は中国の六

りくちょう

朝風の書
体として書道上も高い評価を受け
ています。碑文の『給羊』の文字
があることから、地元では「ひつ
じさま」として大切に守られてい
きました。各地に「羊太夫伝説」
が残っています。

山 上 碑               
YAMANOUE

681 年（天武天皇 10年）に建立
された、完存する国内最古の石碑
です。僧だった長利が母の黒

くろ

売
め

刀
と じ

自を顕彰するために建てた墓誌
で、隣には黒売刀自の墳墓があり
ます。七世紀の古墳とその墓碑銘
とが共に残っている全国でも珍し
い史跡です。碑文は 53文字で、
日本語読みに従って漢字を並べた
史
ふひとべりゅう

部流という表現法で記されてい
ます。刀自とは殿主の略。長利は
母を葬るのに仏式によらず、日本
古来の習俗に従い古墳形式により
ました。碑文には、黒売は大児ノ
臣と結婚したのに依然として実家
である佐野にいたことが記され、
当時の婚姻の習慣というものがわ
かります。

金 井 沢 碑         
KANAIZAWA

山上碑、多胡碑に続いて奈良時代
の 726年（神亀 3年）に建立さ
れました。碑文は9行111文字。
碑文の意味は、下佐野郷の高田里
に住む三家（ミヤケ）の子孫が、
先祖のために 9人そろって信仰の
講を立て天地に誓願し、仕えたて
まつるというものです。つまり当
時最も新しい文化である仏教思想
によって先祖の供養をした記念碑
です。朝廷の指令が地方でも厳密
に守られていたことや、碑文中に
見られる 9人のうち 4人が女性で
ある点も興味深く、古代女性の社
会的地位の高さなどが読み取れま
す。また「群馬」の地名が表現さ
れている最古の史料でもあります。
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高
崎
の
確
か
な
技
術
力

近
代
産
業
都
市
へ
の
飛
躍

　
江
戸
時
代
の
高
崎
城
下
に
は
、
鍛
冶
、
刀
師
、
桧
物
、
染
物
な
ど
の
職
人
町
が
形
成
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
文
化
６
年
（
１
８
０
９
）
に
朝
廷
か
ら
免
許
を
得
た
鋳
造
所
「
小
島
鐵
工
所
」
が
創
業
し
、

明
治
期
に
は
国
産
第
一
号
の
水
圧
機 （
水
圧
プ
レ
ス
）を
開
発
し
て
い
ま
す
。第
二
次
世
界
大
戦
中
は
、

戦
艦
大
和
、
武
蔵
の
主
砲
を
製
造
す
る
な
ど
高
い
技
術
力
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　
明
治
10
年
７
月
、
新
町
に
操
業
し
た
内
務
省
勧
業
寮
屑
糸
紡
績
所
（
後
の
新
町
紡
績
所
）
は
、
日

本
人
が
初
め
て
設
計
、
建
設
し
た
洋
式
近
代
工
場
で
、
日
本
の
絹
産
業
を
支
え
る
基
幹
工
場
と
し
て

蒸
気
動
力
な
ど
最
新
鋭
の
技
術
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
明
治
以
降
、
高
崎
の
産
業
人
は
力
を
合
わ
せ
て
工
業
化
へ
取
り
組
み
、
大
正
３
年
に
日
本
屈
指
の

生
産
量
を
誇
っ
た
「
高
崎
板
紙
会
社
」
を
設
立
し
た
ほ
か
、
地
場
産
業
と
な
る
紡
績
、
製
糸
、
製
粉

工
場
を
興
し
近
代
産
業
都
市
を
目
指
し
ま
し
た
。
ま
た
ガ
ス
や
発
電
事
業
も
行
い
、
都
市
と
産
業
の

発
展
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
の
と
き
産
業
界
の
中
心
と
な
っ
た
井
上
保
三
郎
は
、
昭
和
11
年
に
高

崎
観
音
山
の
山
頂
に
、
当
時
と
し
て
は
東
洋
一
の
大
き
さ
と
な
る
高
さ
41
・
8
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
約

6
0
0
0
ト
ン
の
「
白
衣
大
観
音
」
を
建
立
し
、
観
光
に
も
貢
献
し
ま
し
た
。
高
崎
は
土
木
建
築
で

も
高
い
技
術
力
を
持
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
戦
後
、
高
崎
の
工
業
は
平
和
産
業
へ
と
転
換
し
、
金
属
、
機
械
、
化
学
な
ど
幅
広
い
分
野
へ
す
そ

野
を
広
げ
、
バ
ラ
ン
ス
良
く
発
展
し
て
い
ま
す
。

14高崎の確かな技術力　15 　高崎の確かな技術力

高
崎
の
確
か
な
技
術
力

▲小島鋳造場之図
（小島鐡工所 200 年史より）

▲繊維産業は戦後高崎の復興をけん引した。写真は 1955 年当時、市内で最先端のガラス繊維を扱っていた工場内の様子

▲新町紡績所（鐘淵紡績㈱）の絵葉書



高
崎
の
確
か
な
技
術
力

　

高
崎
市
は
戦
後
の
産
業
復
興
に
取
り
組

む
中
で
、
市
内
企
業
の
育
成
や
首
都
圏
か

ら
の
企
業
誘
致
を
は
か
っ
て
き
ま
し
た
。

群
馬
県
内
の
工
業
団
地
の
草
分
け
と
し
て

昭
和
34
年
か
ら
八
幡
工
業
団
地
を
造
成
す

る
な
ど
、
市
内
の
産
業
集
積
を
大
き
く
推

進
し
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
経
済
セ
ン
サ
ス
で
は
、
高
崎

市
の
民
営
事
業
所
数
は
1
万
６
９
８
５
事

業
所
、
従
業
者
数
は
16
万
６
８
７
１
人
で
、

群
馬
県
内
ト
ッ
プ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

産
業
別
で
は
、「
卸
売
・
小
売
業
」、「
宿

泊
業
・
飲
食
業
」、「
医
療
・
福
祉
」
が
事

業
所
数
、
従
業
者
数
と
も
に
県
内
で
最
も

多
く
、
製
造
業
は
太
田
市
に
次
ぐ
事
業
規

模
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

全
産
業
の
生
産
活
動
の
総
量
を
示
す
市

町
村
民
経
済
計
算
（
平
成
24
年
度
）
で
、

高
崎
市
は
、
総
生
産
1
兆
２
６
８
９
億
円
、

市
町
村
民
所
得
1
兆
２
０
２
０
億
円
と

な
っ
て
い
て
、
群
馬
県
最
大
の
産
業
規
模

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　

平
成
24
年
経
済
セ
ン
サ
ス
で
は
、
高
崎

市
の
工
業
出
荷
額
は
７
９
３
４
億
円
で
太

田
市
、
伊
勢
崎
市
に
次
ぎ
県
内
３
位
で
す
。

高
崎
市
は
、
食
品
工
業
と
化
学
工
業
が
強

く
、
出
荷
額
で
県
内
ト
ッ
プ
に
な
っ
て
い

ま
す
。
食
品
工
業
の
集
積
で
は
、
全
国
ブ

ラ
ン
ド
、
国
際
ブ
ラ
ン
ド
の
生
産
拠
点
が

あ
り
、
高
崎
市
の
交
通
利
便
性
が
企
業
の

事
業
戦
略
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。ケ
ロ
ッ

グ
の
シ
リ
ア
ル
食
品
や
大
塚
製
薬
の
「
ポ

カ
リ
ス
エ
ッ
ト
」、
森
永
製
菓
の
お
菓
子
な

ど
は
高
崎
で
生
産
さ
れ
、
全
国
へ
と
届
け

ら
れ
る
高
崎
ブ
ラ
ン
ド
で
す
。
全
国
的
に

人
気
と
な
っ
て
い
る
ガ
ト
ー
フ
ェ
ス
タ
・

ハ
ラ
ダ
の
「
ラ
ス
ク
」、
高
崎
や
群
馬
の
畜

産
物
を
生
か
し
た
「
高
崎
ハ
ム
」
も
高
崎

ブ
ラ
ン
ド
の
食
品
と
い
え
ま
す
。

　

化
学
工
業
で
は
、
国
内
有
数
の
化
学
工

場
「
群
栄
化
学
工
業
」
が
大
き
な
存
在
と

な
っ
て
い
ま
す
。
同
社
で
は
、
オ
リ
ゴ
糖

な
ど
健
康
志
向
の
甘
味
料
や
宇
宙
ロ
ケ
ッ

ト
に
も
使
わ
れ
る
高
機
能
繊
維
を
開
発
し
、

世
界
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
広
げ
て
い
ま
す
。

世界にはばたく
高崎ブランドの工業力

民営事業所数は県内トップ

群
馬
県
最
大
の
産
業
都
市
・
高
崎

高
崎
ブ
ラ
ン
ド
の
製
品
が
全
国
へ

16高崎の確かな技術力　17 　高崎の確かな技術力

▲宇宙航空、自動車分野などの精密加工を行う共和産業㈱

昭和電機鋳鋼㈱
北関東最大級の設備を有し国内外の重機メーカーなどに部品を供給東製作所㈱



高
崎
の
確
か
な
技
術
力

　

高
崎
市
は
、
先
端
産
業
や
高
度
な
専
門

技
術
で
全
国
展
開
す
る
企
業
が
数
多
く
あ

り
、
量
子
ビ
ー
ム
応
用
研
究
の
国
内
拠
点

「
日
本
原
子
力
開
発
機
構
高
崎
量
子
応
用
研

究
所
」、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
る
抗

体
医
薬
品
、
榛
名
山
水
系
の
高
崎
の
お
い

し
い
水
を
使
っ
た
飲
料
な
ど
も
特
徴
的
で

す
。
高
崎
の
産
業
を
担
う
中
小
企
業
の
技

術
力
、
開
発
力
は
高
く
、
各
企
業
が
専
門

分
野
で
個
性
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

　

電
子
部
品
、
輸
送
、
建
築
資
材
、
プ
ラ

ン
ト
技
術
で
も
国
内
、
世
界
で
高
い
シ
ェ

ア
を
持
つ
企
業
が
高
崎
に
は
数
多
く
あ
り
、

揺
る
ぎ
な
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
確
立
し
て
い

ま
す
。
東
日
本
大
震
災
の
大
津
波
か
ら
、

釜
石
市
内
の
児
童
、
生
徒
を
救
っ
た
「
釜

石
の
奇
跡
」
の
裏
に
は
、
防
災
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
と
し
て
国
内
ト
ッ
プ
水
準
の
市
内

企
業
が
活
躍
し
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
代

表
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
活
躍
す
る
太
陽

誘
電
、
ビ
ッ
ク
カ
メ
ラ
高
崎
も
高
崎
の
企

業
文
化
を
象
徴
し
、
市
民
の
誇
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
企
業
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な

く
、
高
崎
市
は
、
独
自
技
術
を
誇
る
企
業

が
集
積
す
る
「
も
の
づ
く
り
シ
テ
ィ
」
と

い
え
ま
す
。

　

高
崎
市
は
、
も
の
づ
く
り
に
取
り
組
む

若
手
経
営
者
、
技
術
者
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
と

市
内
中
小
企
業
の
海
外
進
出
、
販
路
拡
大

を
支
援
す
る
た
め
、海
外
で
の
「
高
崎
フ
ェ

ア
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
ド
最
大
の
国
際
工
業
見
本
市
「
イ

ン
ド
国
際
産
業
＆
技
術
フ
ェ
ア
」
で
は
、

日
本
の
市
町
村
の
中
で
は
唯
一
高
崎
市
が

出
展
。
世
界
中
か
ら
関
係
者
が
集
ま
っ
た

こ
の
国
際
舞
台
で
、
環
境
、
機
械
、
電
子

部
品
な
ど
高
崎
の
技
術
力
の
高
さ
が
注
目

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
タ
イ
で
は
経
済
交
流

セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
、
市
内
企
業
と
現
地
企

業
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
を
進
め
ま

し
た
。
イ
ン
ド
と
は
文
化
交
流
も
進
み
、

駐
日
イ
ン
ド
大
使
も
高
崎
市
を
訪
れ
、
本

市
の
取
り
組
み
を
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。

18　高崎の確かな技術力　19 　高崎の確かな技術力

独自の技術を持つ
北関東屈指の工業都市

専門分野で個性を発揮する企業力

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の

個
性
派
企
業
が
異
彩
を
放
つ

も
の
づ
く
り
の
若
手
を
育
成
し

海
外
進
出
を
支
援

▲高崎には高度な専門技術をもつ企業が集積している

協和発酵キリン㈱高崎工場協和発酵キリン㈱高崎工場

海外で高崎のものづくりをＰＲ
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高
崎
が
生
ん
だ
世
界
的
思
想
家

明
治
時
代
の
キ
リ
ス
ト
教
指
導
者

　

特
定
の
教
派
や
神
学
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な

く
、
聖
書
研
究
と
信
仰
を
重
視
す
る
日
本
独

自
の
「
無
教
会
主
義
」
の
創
始
者
と
し
て
知

ら
れ
る
内
村
鑑
三
。
教
会
の
な
い
人
た
ち
に

対
し
て
、
キ
リ
ス
ト
の
真
理
を
伝
え
よ
う
と

し
ま
し
た
。
ま
た
、
社
会
評
論
家
、
社
会
運

動
家
と
し
て
も
活
躍
し
ま
し
た
。
著
作
『
代

表
的
日
本
人
』
は
、
日
本
の
文
化
、
思
想
を

西
欧
社
会
に
紹
介
し
た
代
表
的
な
著
作
で
、

異
教
徒
や
有
色
人
種
に
対
し
て
偏
見
を
持
っ

て
い
た
欧
米
人
に
対
し
て
、
日
本
の
誇
れ
る

伝
統
精
神
を
書
き
表
し
、「
徳
」
を
持
っ
て
の

教
育
の
大
切
さ
を
説
き
ま
し
た
。

　

内
村
鑑
三
は
、
高
崎
藩
士
の
長
男
と
し
て

江
戸
中
屋
敷
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
札
幌
農
学

校
（
現
北
海
道
大
学
）
の
二
期
生
と
し
て
入

学
し
、
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
基
づ
く
全
人
教

育
の
校
風
の
洗
礼
を
受
け
て
同
級
生
の
新
渡

戸
稲
造
ら
と
キ
リ
ス
ト
教
に
入
信
。
新
島
襄

の
導
き
で
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
ア
マ
ス
ト
大

学
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
を
深
め
、

日
本
で
の
伝
道
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

１
９
６
１
年
に
生
誕
百
年
を
記
念
し
て
、

高
崎
公
園
に
隣
接
す
る
頼
政
神
社
境
内
に
内

村
鑑
三
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

碑
に
は
、
病
床
に
あ
っ
た
鑑
三
が
友
人
に
あ

て
た「
上
州
人
」の
漢
詩
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

〈
口
語
訳
〉

上
州
人
は
無
智
に
し
て
無
才

で
あ
り　

意
志
が
強
く
純
朴

で
飾
り
け
が
な
く
だ
ま
さ
れ

や
す
い　

た
だ
ひ
た
す
ら
正

直
に
す
べ
て
の
人
に
接
し　

ま
ご
こ
ろ
を
尽
く
し
て
神
に

よ
る
勝
利
〈
恩
恵
〉
を
待
っ

て
い
る

　

こ
の
上
州
人
は
、
自
分
自

上
州
無
知
亦
無
才

剛
毅
木
訥
易
被
欺

唯
以
正
直
接
萬
人

至
誠
依
神
期
勝
利

内 村  鑑 三
（1861~1930）

高崎に縁
ゆかり

のある偉人たち

戦
後
の
画
壇
を
牽
引
し
た

詩
魂
の
画
家

　

詩
情
豊
か
な
画
風
で
日
本
の
近
代
美
術
史

に
確
か
な
足
跡
を
残
し
た
画
家
・
山
口
薫

は
、
現
高
崎
市
箕
郷
町
の
旧
家
に
11
番
目
の

子
ど
も
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
幼
い
こ
ろ

か
ら
絵
を
描
く
こ
と
を
好
み
、
旧
制
高
崎
中

学(

現
高
崎
高
校)

時
代
に
は
、
日
常
生
活
を

絵
日
記
に
残
し
ま
し
た
。

　

東
京
美
術
学
校
（
現
東
京
芸
大
）
に
進

み
、
卒
業
後
は
３
年
間
、
パ
リ
に
拠
点
を
お

い
て
セ
ザ
ン
ヌ
や
ピ
カ
ソ
な
ど
の
作
品
か

ら
、
近
代
絵
画
の
造
形
思
考
を
吸
収
し
ま
し

た
。
終
戦
後
、
前
衛
的
な
美
術
の
発
表
の
場

を
求
め
、
自
由
美
術
家
協
会
、
モ
ダ
ン
ア
ー

ト
協
会
を
結
成
し
画
壇
に
大
き
な
影
響
を
与

え
ま
し
た
。

学
。
卒
業
を
前
に
文

明
は
、
東
京
で
の
文

学
活
動
を
志
し
、
そ

の
頃
東
京
の
茅
場
町

で
搾
乳
業
を
営
ん
で

い
た
歌
人
の
伊
藤
佐

千
夫
の
牛
舎
で
働
か

せ
て
も
ら
お
う
と
、

国
漢
の
教
師
で
俳

人
、
歌
人
だ
っ
た
村

上
成
之
に
口
添
え
を
頼
み
ま
し
た
。
働
き
始

め
た
文
明
に
対
し
、
そ
の
才
能
を
惜
し
ん
だ

佐
千
夫
は
、
資
産
家
に
文
明
の
学
資
の
工
面

を
頼
み
、
文
明
は
第
一
高
等
学
校
か
ら
東
京

帝
国
大
学
哲
学
科
を
卒
業
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

文
明
は
斎
藤
茂
吉
か
ら
編
集
発
行
人
を
引

き
継
ぎ
、「
ア
ラ
ラ
ギ
」
の
指
導
的
存
在
と
な

り
、
そ
の
企
画
力
、
組
織
力
は
長
く
ア
ラ
ラ

ギ
の
新
し
い
土
壌
を
培
い
ま
し
た
。

　

生
前
、
自
身
の
歌
碑
を
許
さ
な
か
っ
た
文

明
が
、
唯
一
認
め
た
歌
碑
が
、
死
の
直
前
の

平
成
２
年
９
月
に
除
幕
さ
れ
ま
し
た
。「
青
き

上
に
榛
名
を
と
は
の
ま
ぼ
ろ
し
に 

出
で
て
帰

ら
ぬ
我
の
み
に
あ
ら
じ
」。

　

文
明
が
生
涯
思
い
続
け
た
原
風
景
、
榛
名

山
。
こ
の
句
が
刻
ま
れ
た
歌
碑
は
、
土
屋
文

明
記
念
文
学
館
の
敷
地
内
に
あ
り
ま
す
。

土 屋  文 明
（1890~1990）

山口　薫
（1907~1968）

　

芸
術
家
と
し
て
円
熟
期
を
迎
え
た
山
口

は
、
芸
術
選
奨
文
部
大
臣
賞
を
は
じ
め
、
世

界
の
芸
術
が
集
ま
る
ベ
ネ
チ
ア
・
ビ
エ
ン

ナ
ー
レ
に
日
本
代
表
で
出
品
す
る
な
ど
、
国

内
外
で
名
声
を
高
め
て
い
き
ま
し
た
。
一
方

指
導
者
と
し
て
は
、
母
校
・
東
京
芸
大
の
教

壇
に
立
ち
、
64
年
に
教
授
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

山
口
が
好
ん
で
使
っ
た
朱
色
は
、
箕
郷
の

あ
た
た
か
い
大
地
の
色
。
沼
・
水
田
・
家
紋

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
菱
形
に
は
、
心
の
支
え
に

な
っ
た
郷
土
へ
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
神
秘
的
な
感
動
か
ら
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら

ま
せ
た
大
き
な
月
が
夜
空
に
浮
か
び
、
平
穏

無
事
な
一
日
の
終
わ
り
を
告
げ
る
。
身
近
な

も
の
か
ら
得
た
ア
イ
デ
ア
を
温
め
て
発
想
を

広
げ
、
西
洋
人
の
模
倣
で
は
な
い
洋
画
に
挑

み
続
け
、
日
本
的
な
感
性
を
絵
に
深
く
刻
み

ま
し
た
。
１
９
５
５
年
、
山
口
は
旧
高
崎
市

役
所
の
玄
関
ロ
ビ
ー
に
幅
6
・

56
ｍ
の
大
作
「
朝
昼
晩
」
を
描

き
、
現
在
は
高
崎
シ
テ
ィ
ギ
ャ

ラ
リ
ー
に
移
設
、
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
「
僕
は
詩
人
な
の
だ
」「
詩
が

僕
を
支
え
て
く
れ
る
」
と
山
口

自
身
が
語
る
よ
う
に
、
そ
の
作

品
は
詩
情
的
、
幻
想
的
で
深
い

精
神
性
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

身
で
も
あ
り
ま
し
た
。
鑑
三
は
、
5
歳
か
ら

8
歳
と
10
歳
か
ら
12
歳
に
か
け
て
、
少
年
時

代
の
お
よ
そ
4
年
間
を
高
崎
で
過
ご
し
ま
し

た
。
夏
の
日
に
友
人
と
ア
ユ
や
ハ
ヤ
を
取
っ

た
こ
と
を
「
嗚
呼
幸
福
な
り
し
時
よ
」
と
回

想
し
、「
余
の
天
然
物
の
愛
は
、
烏
・
碓
氷
両

川
の
天
然
物
の
観
察
を
以
て
始
ま
れ
り
」
と

語
っ
て
い
ま
す
。

百
歳
ま
で
輝
き
続
け
た
歌
の
巨
人

柿
本
人
麻
呂
・
斎
藤
茂
吉
と
並
ぶ

日
本
三
大
歌
人

　
「
稔
豊
か 

人
多
く 

毛
野
国
群
馬 

山
河

悠
々 

日
本
の
ま
ん
中
」
と
高
崎
の
自
然
や

風
土
を
詠
ん
だ
日
本
を
代
表
す
る
歌
人
・

土
屋
文
明
。
明
治
か
ら
平
成
の
時
代
を
生

き
、
１
０
０
歳
の
生
涯
を
閉
じ
る
ま
で

1
万
２
3
０
０
余
首
を
残
し
た
近
代
日
本
の

代
表
的
歌
人
で
、
ア
ラ
ラ
ギ
派
の
支
柱
と
し

て
活
躍
し
ま
し
た
。
ま
た
、
優
れ
た
万
葉
学

者
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

土
屋
文
明
は
、
明
治
23
年
に
現
在
の
高
崎

市
保
渡
田
町
の
農
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
家

は
貧
し
く
、
子
ど
も
の
な
い
伯
母
の
ぶ
の
嫁

ぎ
先
で
三
歳
か
ら
高
崎
中
学
卒
業
ま
で
を
過

ご
し
ま
し
た
。
文
明
の
抜
き
ん
出
た
素
質
を

惜
し
ん
だ
小
学
校
の
教
師
た
ち
の
取
り
計
ら

い
で
入
学
試
験
を
受
け
て
高
崎
中
学
に
進

高崎に縁のある偉人たち トピックス2　



榛
名
山
と
烏
川
は

故
郷
・
高
崎
の
象
徴

上か
み
つ
け
の

毛
野
佐
野
の
舟
橋
取
り
放
し
親
は
さ
く
れ

ど
吾
は
避さ

か

る
が
へ

青
き
上
に
榛
名
を
と
は
の
ま
ぼ
ろ
し
に
出
で

て
帰
ら
ぬ
我
の
み
に
あ
ら
じ

白
木
蓮
の
花
の
千
万
青
空
に
白
さ
刻
み
て
し

づ
も
り
に
け
り

万
葉
集
巻
14
の
東
歌
に
は
高
崎
に
ゆ
か
り
の
あ
る
歌
が
数
多
く
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
高

崎
は
東
歌
の
ロ
マ
ン
の
里
で
あ
り
、
烏
川
の
岸
辺
に
立
つ
千
年
前
の
恋
人
た
ち
の
姿
が
目

に
浮
か
び
ま
す
。
か
つ
て
舟
橋
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
場
所
の
近
く
に
は
、
上
信
電
鉄
「
佐

野
の
わ
た
し
駅
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

歌
人
土
屋
文
明
は
群
馬
郡
上
郊
村
（
高
崎
市
保
渡
田
町
）
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
榛
名
丘
陵

に
広
が
る
桑
畑
、
井
野
川
や
沢
で
ド
ジ
ョ
ウ
や
カ
ニ
を
取
っ
た
原
風
景
を
文
明
は
歌
に
詠

み
上
げ
ま
し
た
。
文
明
の
人
間
愛
、
や
さ
し
さ
、
激
し
さ
、
厳
し
さ
、
寂
し
さ
は
、
榛
名

山
の
風
土
に
育
ま
れ
ま
し
た
。

高
崎
公
園
の
ハ
ク
モ
ク
レ
ン
は
元
和
5
年
（
１
６
１
９
）
に
高
崎
城
主
・
安
藤
重
信
が
植

え
た
と
伝
え
ら
れ
、
樹
齢
４
０
０
年
の
銘
木
で
す
。
高
崎
ゆ
か
り
の
歌
人
吉
野
秀
雄
は
、

昭
和
22
年
春
に
、
こ
の
ハ
ク
モ
ク
レ
ン
の
下
で
こ
の
歌
を
詠
み
ま
し
た
。

戦後画壇を代表する画家山口薫は、
群馬郡箕輪村（高崎市箕郷町）に生
まれ、詩情にあふれた作品から「詩
魂の画家」と呼ばれました。故郷
高崎は山口芸術のモチーフの一つに
なっています。（1959年・油彩）

自
然
、文
化
、

歴
史
が

都
市
を
つ
く
る

伝
統
を
生
か
し

新
た
な
魅
力
を
創
造
す
る
都
市

　

梅
が
香
り
菜
の
花
が
萌
え
る
春
、
山
車
囃
子
と
花
火
が
ま
ち
を
彩
る
夏
、
音

楽
が
湧
き
溢
れ
る
秋
、
そ
し
て
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
幻
想
的
な
輝
き
と
と
も

に
訪
れ
る
高
崎
の
冬
。
高
崎
市
は
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
歴
史
と
文
化
が
薫

る
都
市
で
す
。
青
く
透
き
通
っ
た
榛
名
湖
と
美
し
い
榛
名
富
士
の
シ
ル
エ
ッ
ト

が
水
面
に
輝
く
神
秘
的
な
情
景
は
古
く
か
ら
人
々
の
心
を
魅
了
し
て
き
ま
し
た
。

高
崎
市
を
東
西
に
貫
く
烏
川
は
、
市
民
の
暮
ら
し
を
潤
し
、
河
川
敷
は
市
民
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
観
音
山
の
上
か
ら
は
高
崎
市
の

シ
ン
ボ
ル
白
衣
大
観
音
が
慈
し
み
の
ま
な
ざ
し
を
向
け
、
丘
陵
一
帯
に
は
野
鳥

の
さ
え
ず
り
が
響
く
森
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
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市
街
地
と

川
辺
を
つ
な
ぐ
遊
歩
道

　

高
崎
市
は
、
河
川
空
間
と
都
市
空
間
を
一
体
的

に
活
用
し
、
中
心
市
街
地
の
回
遊
性
の
向
上
や
潤

い
と
に
ぎ
わ
い
の
創
出
を
目
指
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

中
心
市
街
地
の
憩
い
の
場
と
し
て
市
民
に
愛
さ

れ
て
い
る
城
址
地
区
と
烏
川
緑
地
を
歩
行
者
専
用

の
「
桜
観
音
橋
」
で
つ
な
ぎ
、水
辺
散
策
や
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
魅
力
い
っ
ぱ
い
の
遊
歩
道

を
整
備
し
ま
し
た
。桜
観
音
橋
の
展
望
台
か
ら
は
、

烏
川
・
碓
氷
川
の
流
れ
と
と
も
に
観
音
山
に
立
つ

白
衣
大
観
音
を
正
面
に
眺
め
ら
れ
、
美
し
い
景
観

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

か
つ
て
烏
川
は
市
民
が
釣
り
や
ボ
ー
ト
遊
び
を

楽
し
み
、
河
岸
の
高
台
で
営
業
し
て
い
た
レ
ス
ト

ハ
ウ
ス
も
人
気
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

高
崎
市
は
、
展
望
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
や
オ
ー
プ
ン
カ

フ
ェ
な
ど
も
視
野
に
入
れ
、
烏
川
の
開
放
的
な
空

間
を
活
用
し
て
い
く
計
画
で
す
。

脚光を浴びる
スポーツリゾート

― Haruna ―

　榛名山で開催される３大スポーツイベントに全国からアスリートが集まっています。美しい
自然を舞台にエキサイティングなドラマが繰り広げられ、新たな感動が生まれています。

　標高1000ｍを超える榛名山に向かって自転車で駆
け登るヒルクライムレース。全国からサイクリスト
が集まり、国内で２番目の開催規模となっています。
麓から山頂の榛名湖を目指す延長16.1kmの榛名湖
コースは、終盤に最大勾配14％の急坂路が続く難コー
スとなっています。

　榛名湖を5周半、42.195kmの日本陸上競技連盟
公認コース。高低差は 78m、雄大な榛名湖の眺め
と難コースの攻略が榛名湖マラソンの醍醐味となっ
ています。トップ記録への挑戦、自己ベストの更新、
そして完走を目指して走り続けるランナーの姿が感
動を与えてくれる大会です。

　榛名湖畔で繰り広げられる「日本一美しいトライア
スロン」。普段は遊泳禁止となっている榛名湖は、この
大会に限って開放され、透明度も高いオープンウォー
タースイムは貴重です。榛名富士と湖畔を周回するバ
イク、ラン競技では高低差78mのアップダウンが待
ち受け、ハードでテクニカルなコースとなっています。

　全国から訪れるアスリートのおもてなしと大会の運
営は、地域の市民ボランティアが大きな役割を果たし
ています。エイドステーションでは、果物や榛名名産
の梅干しなども提供しています。温かいおもてなしで、
リピーターの参加者が多いのも、この３大会の特徴で
す。市民の力が大会を大成功へと導いています。

榛名山ヒルクライム in高崎

榛名湖マラソン

榛名湖リゾート・トライアスロン in群馬

大会を支える市民力

 榛名
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自
然
と
都
市
が

自
然
と
都
市
が

調
和
し
た

調
和
し
た

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り
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高
崎
の
都
市
文
化
を
表
現
す
る
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
と
し
て
、高
崎
音
楽
祭
、高
崎
マ
ー

チ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
高
崎
映
画
祭

が
毎
年
、
市
民
の
力
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
、

四
半
世
紀
を
超
え
て
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

群
馬
交
響
楽
団
と
国
内
外
の
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
が
共
演
し
高
崎
独
自
の
音
楽
性
を

追
求
す
る
高
崎
音
楽
祭
。
全
国
の
ト
ッ
プ
バ

ン
ド
と
市
内
の
子
ど
も
た
ち
が
ス
ト
リ
ー

ト
を
行
進
し
、
華
麗
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で

競
演
す
る
高
崎
マ
ー
チ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
。
映
画
好
き
な
市
民
が
手
づ
く
り
で
ス

タ
ー
ト
さ
せ
、
フ
ァ
ン
や
映
画
界
か
ら
注
目

を
集
め
て
い
る
高
崎
映
画
祭
。

　

複
数
の
大
規
模
な
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
地
方
都
市
は
必
ず

し
も
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
三
大
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
的
な

芸
術
性
、エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
性
を
持
ち
、

高
崎
の
都
市
文
化
、
高
崎
の
進
取
の
気
風
を

象
徴
し
て
い
ま
す
。

全
国
に
知
ら
れ
る

三
大
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
理
想
を
求
め
て
都
市
を
発
展
さ
せ
て
い
く
高
崎
の
進
取
性
は
、
芸
術
文
化
に
お

い
て
も
大
き
な
動
き
を
作
り
出
し
ま
し
た
。

　

昭
和
20
年
（
1
9
4
5
）
11
月
、
戦
後
の
荒
廃
し
た
世
相
の
中
で
、
群
馬
交
響

楽
団
の
前
身
と
な
る
高
崎
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
誕
生
し
ま
し
た
。
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
が
奏
で
る
音
楽
は
、
人
々
の
心
を
癒
や
し
、
生
活
に
潤
い
を
与
え
ま
し
た
。

　

昭
和
27
年
に
は
群
馬
交
響
楽
団
の
草
創
期
を
描
い
た
映
画
「
こ
こ
に
泉
あ
り
」

が
製
作
さ
れ
ま
し
た
。
監
督
は
今
井
正
、
当
時
国
民
的
ヒ
ロ
イ
ン
の
岸
恵
子
が
ピ

ア
ニ
ス
ト
役
で
主
演
し
、
高
崎
市
内
、
群
馬
県
内
で
ロ
ケ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昭

和
30
年
に
封
切
ら
れ
る
と
全
国
で
3
0
0
万
人
を
超
え
る
観
客
を
動
員
し
、
感
動

を
与
え
ま
し
た
。

　
昭
和
21
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
定
期
演
奏
会
は
平
成
26
年
7
月
に
5
0
0
回
を

数
え
ま
し
た
。
草
創
期
か
ら
続
く
移
動
音
楽
教
室
は
、
延
べ
6
0
0
万
人
を
超
え

る
児
童
生
徒
が
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
鑑
賞
し
て
い
ま
す
。
群
馬
交
響
楽
団
は
、
平

成
6
年
に
は
「
プ
ラ
ハ
の
春
国
際
音
楽
祭
」、「
ウ
ィ
ー
ン
芸
術
週
間
」
か
ら
招
待

を
受
け
、
海
外
公
演
を
実
現
し
ま
し
た
。

地
方
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
草
分
け

群
馬
交
響
楽
団

若者に感動と希望を与える 
「高崎市山田かまち美術館」

音楽で高崎ブランドを世界へ 
「TAGO STUDIO TAKASAKI」

　山田かまちは昭和 35年に高崎市に生まれ、幼いこ
ろから絵画と詩の才能を見せていましたが、高校 1年
の時、自宅でエレキギターの練習中に不慮の死を遂げ
ました。17歳で世を去った山田かまちが残した絵画と
詩を展示する「山田かまち美術館」は平成 4年に開館
し、多くの若者に感動を与えてきました。平成 26年 4
月から高崎市営の美術館となり、かまちの作品を貴重
な文化遺産として継承し、芸術性や情熱的で感受性豊
かな生き方に触れる場となっています。

　高崎市は平成 26年 3月に音楽プロデューサー多胡
邦夫氏の運営する高崎サウンド創造スタジオ「TAGO 
STUDIO TAKASAKI」をオープンしました。このスタ
ジオは、プロ仕様のレコーディングスタジオで、高崎
発のミュージックシーンを発信していきます。スタジ
オを拠点に、プロ・アマチュアミュージシャン、市民
との交流を生み出し、若者の夢を広げ、音楽人口の増
加や「音楽のあるまち高崎」の知名度アップ、ブラン
ド力アップにつなげていきます。

所在地：高崎市片岡町 3丁目 23-5
休館日：毎週月曜日（祝日の場合は開館し、翌日休館）、祝日の翌日、年末年始
観覧料：一般 200円　大高生 160円

所在地：群馬県高崎市あら町 5-3　石井マンション 1、2階
施設構成：レコーディングスタジオ、市民ラウンジ　ほか
施設管理：公益財団法人　高崎市文化スポーツ振興財団 ／施設運営責任者：多胡邦夫
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創
造
力
に
満
ち
た

創
造
力
に
満
ち
た

芸
術
文
化
都
市
高
崎

芸
術
文
化
都
市
高
崎
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高
崎
の
中
心
商
店
街
に
は
、
昭
和
32
年

に
開
店
し
た
名
曲
茶
房
「
あ
す
な
ろ
」
が

あ
り
、
群
馬
交
響
楽
団
員
に
よ
る
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
や
詩
の
朗
読
会
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
市
民
の
憩
い
の
場
、

語
ら
い
の
場
と
し
て
長
く
愛
さ
れ
ま
し
た

が
、
惜
し
ま
れ
な
が
ら
も
、
昭
和
57
年
に

閉
店
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
懐
か
し
い
あ
す
な
ろ
を
も
う

一
度
」
と
い
う
声
が
何
度
も
市
民
の
中
か
ら

上
が
り
ま
し
た
が
実
現
に
至
ら
ず
、
空
き
店

舗
の
ま
ま
年
月
が
経
過
し
て
い
ま
し
た
。

　
高
崎
市
は
、
こ
の
場
所
を
平
成
25
年
に
高

崎
経
済
大
学
の
学
生
が
ま
ち
な
か
で
活
動

　

高
崎
の
中
心
市
街
地
を
訪
れ
た
人
に
無

料
で
自
転
車
を
貸
し
出
し
、
買
い
物
や
観

光
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
「
ま
ち
な
か
レ
ン

タ
サ
イ
ク
ル
＝
高
チ
ャ
リ
」
が
平
成
25
年

に
ス
タ
ー
ト
し
、
利
用
者
に
大
好
評
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
ち
な
か
に
は
15
か
所

の
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
、
１
５
０
台
の
自
転

車
が
稼
働
し
て
い
ま
す
。

　

高
チ
ャ
リ
を
通
じ
て
ま
ち
の
魅
力
を
伝

え
て
い
こ
う
と
、
こ
の
事
業
の
ス
タ
ー
ト

当
初
か
ら
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍
し

て
い
ま
す
。
ま
ち
な
か
散
策
へ
の
活
用
や

利
用
者
の
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
に
取
り
組
み
、

定
期
的
に
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
の
清
掃
活
動

　
高
崎
市
と
高
崎
経
済
大
学
、
商
店
街
が
連

携
し
、高
崎
産
農
産
物
な
ど
を
販
売
す
る「
た

か
さ
き
昼
市
」が
毎
月
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

路
上
ラ
イ
ブ
な
ど
も
行
わ
れ
、
来
街
者
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
す
。
商
都
高
崎
を
代
表
す

る
商
店
街
の
売
り
出
し「
え
び
す
講
」で
は
、

学
生
が「
熱
血
販
売
甲
子
園
」を
企
画
運
営
。

県
内
外
か
ら
参
加
団
体
が
集
う
ダ
ン
ス
イ

ベ
ン
ト
「
雷
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
も

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

詩
と
音
楽
の
喫
茶
店「
あ
す
な
ろ
」が
復
活

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル「
高
チ
ャ
リ
」を
応
援

学
生
が
商
店
街
を
盛
り
上
げ
る

す
る
場
「
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
あ
す
な
ろ
」
と
し
て
復

活
さ
せ
ま
し
た
。
学
生
に
よ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

が
運
営
し
、
市
民
と
学
生
の
交
流
が
生
ま

れ
て
い
ま
す
。
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
や
ア
ー

ト
展
な
ど
も
行
わ
れ
、
ま
ち
な
か
の
に
ぎ
わ

い
創
出
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
と

若
い
チ
カ
ラ
の

い
い
関
係

　

高
崎
市
は
、
高
崎
経
済
大
学
を
は
じ
め

と
す
る
５
つ
の
四
年
制
大
学
と
３
つ
の
短

期
大
学
の
ほ
か
、
数
多
く
の
専
門
学
校
が

所
在
す
る
若
者
の
ま
ち
で
す
。
高
等
教
育

機
関
の
集
積
は
、
全
国
の
地
方
都
市
の
中

で
も
群
を
抜
い
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
近

隣
の
大
学
と
の
連
携
交
流
も
盛
ん
で
、
高

崎
市
は
若
者
が
交
流
し
、
活
躍
す
る
ス

テ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
崎
市
は
、
学
生
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
応
援
し
、
若
者

の
力
に
よ
っ
て
、
数
々
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

も
行
っ
て
い
ま
す
。

まちなかで高崎経済大学の学生により運営されているＣａｆｅあすなろ。
かつて多くの市民に愛された昭和の名店が平成の若いチカラによって復活した。

ま
ち
な
か
は
若
者
の
ス
テ
ー
ジ
だ

ま
ち
な
か
は
若
者
の
ス
テ
ー
ジ
だ

28自然、文化、歴史が都市をつくる　29 　自然、文化、歴史が都市をつくる

自然、文化、歴史が都市をつくる



30ＴＯＰＩＣＳ　縁起のいいまち高崎　31 　ＴＯＰＩＣＳ　縁起のいいまち 高崎 ＴＯＰＩＣＳ

ＴＯＰＩＣＳ3
慈
悲
の
心
で
人
々
を
見
守
る

白
衣
大
観
音

　

慈
悲
深
く
、
ほ
ほ
え
む
よ
う
に
山
頂
に
た

た
ず
む
白
衣
大
観
音
は
高
崎
の
シ
ン
ボ
ル
で

す
。
四
季
折
々
に
豊
か
な
自
然
を
楽
し
め
る

観
音
山
は
自
然
の
宝
庫
で
、
全
山
に
は
約

三
千
本
の
桜
が
あ
り
、
花
の
名
所
と
し
て
も

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

白
衣
大
観
音
は
、
昭
和
11
年（
1
9
3
6
）、

高
崎
の
実
業
家
井
上
保
三
郎
翁
が
建
立
し
ま

し
た
。
観
音
信
仰
、
大
師
信
仰
の
中
心
地

と
し
て
名
が
知
ら
れ
、
多
く
の
参
詣
者
を

集
め
て
い
ま
す
。
高
さ
41
・
8
m
・
重
さ 

だ
る
ま
発
祥
の
地

少
林
山
達
磨
寺

　

少
林
山
達
磨
寺
は
、
延
宝
年
間
（
1
6
7
3

〜
1
6
8
1
）
に
起
こ
り
、
元
禄
10
年

（
1
6
9
6
）
厩
橋
城
主
（
前
橋
城
主
）
の
酒

井
公
が
水
戸
光
圀
公
に
願
い
出
て
、
禅
の
道

場
と
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

天
明
の
大
飢
饉
で
苦
し
む
農
民
を
救
う
た

め
、
９
代
東
嶽
和
尚
が
農
家
の
副
業
と
し
て

張
り
子
だ
る
ま
を
作
ら
せ
た
の
が
高
崎
の
だ

る
ま
の
始
ま
り
で
す
。
鶴
と
亀
を
あ
ら
わ
す

ひ
げ
と
眉
毛
が
特
徴
で
生
産
量
は
日
本
一
。

毎
年
1
月
に
開
か
れ
る
「
だ
る
ま
市
」
は
、

20
万
人
以
上
の
参
拝
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　

昭
和
８
年
に
ド
イ
ツ
か
ら
日
本
に
亡
命
し

て
き
た
世
界
的
建
築
学
者
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ

ト
は
、
達
磨
寺
の
境
内
に
あ
る
洗
心
亭
で
2

年
３
か
月
を
過
ご
し
ま
し
た
。

森
深
き
幽
谷
は
神
の
領
域

榛
名
神
社

　

榛
名
神
社
は
今
か
ら
千
年
以
上
昔
の
延

長
５
年
（
9
2
7
）
の
「
延
喜
式
神
名

帳
」
に
も
記
さ
れ
、
長
い
歴
史
が
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。
山
伏
修
験
僧
が
修
行
す
る
霊

験
あ
ら
た
か
な
聖
地
と
し
て
古
く
か
ら
信

仰
さ
れ
、
現
在
は
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
も
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

迫
り
く
る
岩
、
荘
厳
な
雰
囲
気
に
包

ま
れ
た
石
畳
の
参
道
は
境
内
入
口
か
ら

5
5
0
ｍ
も
の
長
さ
が
あ
り
、
渓
流
沿

い
に
苔
む
し
た
玉
垣
が
幽
谷
の
奥
へ
と
参

詣
者
を
導
き
ま
す
。
切
り
立
つ
岩
山
か
ら

流
れ
落
ち
る
幾
筋
も
の
滝
は
、
冬
季
に
は

神
秘
的
な
氷
瀑
に
様
変
わ
り
し
ま
す
。

　

武
田
信
玄
が
箕
輪
城
攻
め
の
際
に
戦
勝

祈
願
を
し
た
と
伝
わ
る
樹
齢
約
1
0
0
0

年
の
巨
木
、
国
指
定
史
跡
天
然
記
念
物

「
矢
立
杉
」
が
天
を
貫
き
、
鞍
掛
岩
な
ど

の
奇
岩
、
巨
岩
が
15
万
㎡
も
の
広
大
な
敷

地
に
威
容
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

門
前
町
の
社
家
町
に
は
、
坂
に
沿
っ
て

宿
坊
が
並
び
、
独
特
の
風
情
を
漂
わ
せ
て

い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
建
て
ら
れ
た
善
徳

坊
、
般
若
坊
、
本
坊
は
、
国
登
録
有
形
文

化
財
と
し
て
当
時
の
社
家
町
の
面
影
を
今

に
伝
え
て
い
ま
す
。

縁起のいいまち 高崎

縁起のいいまち高崎
霊験あらたかなパワースポット榛名神社、全国一のだるま発祥の少林山達磨
寺、丘陵から慈悲のまなざしで見守る白衣大観音。縁起のいいまち高崎は、
人々の心を結びます。

5
9
8
5
t
も
あ
り
、
建
設
当
時
は
東
洋
一

の
大
き
さ
を
誇
り
ま
し
た
。

トピックス3　
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農
家
と
取
り
組
む
「
地
産
多
消
」

　
高
崎
市
は
、
お
い
し
さ
と
安
心
安
全
に
こ

だ
わ
る
生
産
者
の
皆
さ
ん
を
支
援
し
、
消
費

者
・
消
費
地
と
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
高

崎
ブ
ラ
ン
ド
の
農
畜
産
物
の
販
路
を
広
げ

る
「
地
産
多
消
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
地
産
多
消
」
は
多
く
の
消
費
者
に
高
崎
ブ

ラ
ン
ド
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
活
動
で
、

国
内
最
大
の
食
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
ぐ
る
な

び
」
と
連
携
し
な
が
ら
、
首
都
圏
を
中
心
に

市
場
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。
都
内
の
レ
ス
ト

ラ
ン
で
は
高
崎
産
の
食
材
を
使
っ
た
フ
ラ

ン
ス
料
理
を
メ
ニ
ュ
ー
化
す
る
な
ど
、
様
々

な
広
が
り
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

直
売
野
菜
と
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
が
魅
力

道
の
駅
「
く
ら
ぶ
ち
小
栗
の
里
」

　
高
崎
市
は
、
農
業
振
興
と
中
山
間
地
域
の

活
性
化
を
目
指
し
、
地
域
住
民
が
主
体
と

な
っ
て
運
営
す
る
道
の
駅
「
く
ら
ぶ
ち
小
栗

の
里
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
周
辺
に
は
幕
末

の
偉
人
・
小
栗
上
野
介
公
が
非
業
の
最
期

を
遂
げ
た
終
焉
の
地
や
77
か
所
の
道
祖
神
、

温
泉
な
ど
が
あ
り
、
観
光
拠
点
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
地
元
産
野
菜
の
直
売
や
郷
土
料
理

が
楽
し
め
る
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
り
、
連

日
多
く
の
来
館
者
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

い
の
ち
を
育
み
、

笑
顔
を
ひ
ろ
げ
る
農
と
食

高崎で育った “うんまいもん ”を召し上がれ

高
崎
で
育
っ
た

う
ん
ま
い
も
ん
を

召
し
上
が
れ

”

“
　

高
崎
は
、
豊
か
な
農
畜
産
物
に
恵
ま
れ
、
古
く
か
ら

栽
培
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
伝
統
野
菜
の
栽
培
や
、
農
業

技
術
を
生
か
し
た
都
市
型
生
産
が
発
達
し
、
高
崎
ブ
ラ

ン
ド
の
新
鮮
野
菜
が
全
国
へ
と
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

丘
陵
に
は
北
関
東
屈
指
の
果
樹
園
が
広
が
り
、
田
園

地
帯
で
は
米
麦
の
二
毛
作
が
行
わ
れ
、
良
質
な
小
麦
粉

を
使
っ
た
「
粉
も
の
文
化
」
も
高
崎
の
特
色
で
す
。

　

高
崎
市
は
、
高
崎
の
お
い
し
さ
を
全
国
に
知
っ
て
も

ら
う
取
り
組
み
を
推
進
し
、
そ
の
反
響
が
大
き
く
広
が
っ

て
い
ま
す
。



　

高
崎
市
域
の
平
野
部
と
山
間
部
は
、
大

き
な
標
高
差
が
あ
り
、
地
域
の
特
性
を
生

か
し
た
多
彩
な
野
菜
栽
培
や
畜
産
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

平
野
部
で
は
米
麦
の
二
毛
作
や
ハ
ウ
ス

栽
培
、
太
古
の
榛
名
山
噴
火
に
よ
る
火
山

灰
の
堆
積
に
よ
っ
て
肥
沃
と
な
っ
た
山
麓

の
国
府
地
域
で
は
、
国
府
白
菜
や
国
分
に

ん
じ
ん
な
ど
ブ
ラ
ン
ド
野
菜
の
露
地
栽
培

が
特
徴
で
す
。

　

榛
名
山
麓
で
は
果
樹
栽
培
や
畜
産
が
盛

ん
で
、
梅
の
生
産
量
は
東
日
本
一
。
夏
の

訪
れ
と
と
も
に
榛
名
地
域
の
国
道
４
０
６

号
に
沿
っ
て
、
果
樹
園
の
直
売
店
が
ズ
ラ

リ
と
並
び
、
大
勢
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い

ま
す
。
直
売
店
は
１
０
０
軒
を
超
え
、「
フ

ル
ー
ツ
街
道
」
と
呼
ば
れ
る
人
気
ス
ポ
ッ

ト
で
、
観
光
農
園
で
は
収
穫
体
験
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

倉
渕
地
域
の
棚
田
で
は
、
昔
な
が
ら
の

天
日
干
し
「
は
ん
で
え
米
」
が
生
産
さ
れ
、

収
穫
期
に
は
の
ど
か
な
田
園
風
景
を
み
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

高
崎
市
で
は
品
質
の
良
い
安
心
安
全
な

　リンゴ、ブルーベリー、梨、プラム、桃、ネクタリン、ブ
ドウ、柿、ゆずなど、季節を通していろいろなフルーツを味
わえるのが榛名の魅力。里見吉隆さんは、カフェを経営する
山木あすかさんと「榛名倶楽部」を結成し、榛名山麓の果物
を使ったスイーツの加工製造、販売に取組んでいる。「榛名山
麓の恵みを商品化し、榛名の魅力を広めたい」「農業を営む
ことで榛名の豊かな緑を守りたい」とそれぞれの想いがある。
榛名倶楽部では、地元産の梨を使ったドライフルーツやフィ
ナンシェ、ジャムを始め、梅干しやお米なども販売。

花・珈琲・菓子工房　アンジェリーナ　山木あすかさん
里見梨園　　里見吉隆さん

果樹園とカフェのコラボで、
ドライフルーツやタルトを商品化

　榛名の果物を知ってもらうきっかけにしたいと、山木農園で
栽培された果樹や野菜などを原材料に使うジェラートショップ
「Albero．（アルベロ）」。作り置きしないジェラートが毎日20
種類店頭に並ぶ。エコファーマー認定を受けている山木農園は、
低農薬の果樹栽培が特長。梅の一部は完全無農薬で、梅干しや
梅の酵素ドリンクなどの加工品になる。大根掘りや果物狩り、
特に夏のカブト虫取りは観光客に人気。隔月で開催する「アル
ベロマルシェ」では、食や雑貨の店が20店舗ほど軒を連ね、
榛名地域に新たな人の流れやつながりを生んでいる。

山木農園＆ジェラートショップ「Ａｌｂｅｒｏ．（アルベロ）」　

山木久利さん、恵美さん

農園の果物、野菜を素材にしたジェラートが人気

　「“ありがとう”と言いながら梅をパック詰めにする」という
奥様の話をもとに名付けた『しあわせの梅干し』。梅干しのよう
に “しわ”を合わせて幸せを重ねてほしいと、ブライダルシー
ンへの供給を模索する。箕郷の梅のＰＲに、まちへ出てイベン
トにも参加する。刻みのりで真っ黒に
覆った麺の上に梅干しを一個乗せた
「ＳＬうどん」が好評を得た。「行動の
先に何かが生まれる」をモットーに、
竹林を整備し20年後の梅の里山を目
指して改植も始めている。

福島農園　　福島　毅さん、美由紀さん

ハレの日には梅を贈ろう。
箕郷の梅を守るため 20年後を見据える
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高
崎
産
農
畜
産
物
を
「
高
崎
そ
だ
ち
」
と

し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、
全
国
８
万
件
が
加

盟
す
る
食
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
ぐ
る
な
び
」

と
提
携
し
て
、
首
都
圏
を
中
心
に
事
業
展

開
し
て
い
ま
す
。
地
産
多
消
（
地
産
地
消

+
地
産
他
消
）
を
旗
印
に
、
首
都
圏
の
レ

ス
ト
ラ
ン
で
イ
ン
ス
ト
ア
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

や
直
売
イ
ベ
ン
ト
の
マ
ル
シ
ェ
・
ジ
ャ
ポ

ン
へ
の
出
店
、
百
貨
店
で
の
直
売
、
レ
ス

ト
ラ
ン
シ
ェ
フ
の
産
地
見
学
の
受
け
入
れ

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
首
都
圏
の
小
売
業
者
を
対
象
に
し
た「
農

畜
産
物
販
売
拡
大
奨
励
金
」、
地
域
色
豊
か

な
新
商
品
開
発
を
支
援
し
６
次
産
業
を
促

進
す
る
「
ブ
ラ
ン
ド
化
商
品
開
発
補
助
金
」

な
ど
も
設
け
、「
高
崎
そ
だ
ち
」
の
ブ
ラ
ン

ド
力
向
上
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

「
高
崎
そ
だ
ち
」
の

ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
を
図
る

気
候
風
土
に
合
っ
た
多
彩
な
農
業

「「高崎そだち高崎そだち」」のの
消費拡大を目指して消費拡大を目指して

高崎で育った “うんまいもん ”を召し上がれ



　

高
崎
市
は
高
崎
観
光
協
会
と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
東
京
や
大
阪
な
ど
で
「
食
」
の
シ
テ
ィ

セ
ー
ル
ス
に
取
り
組
み
、
全
国
に
魅
力
を

発
信
し
て
い
ま
す
。
日
本
一
の
「
だ
る
ま
」

と
少
林
山
達
磨
寺
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
知
ら
れ
る
「
榛
名
神
社
」、
高
崎
の
シ

ン
ボ
ル
白
衣
大
観
音
の
ご
利
益
が
期
待
で

き
る
「
縁
起
の
い
い
ま
ち
高
崎
」。
そ
の
代

表
的
な
食
文
化
を
『
開
運
た
か
さ
き
食
堂
』

と
し
て
実
演
、
紹
介
し
て
い
ま
す
。「
高
崎

う
ど
ん
」
な
ど
の
ご
当
地
グ
ル
メ
、
ニ
ン

ジ
ン
ジ
ュ
ー
ス
や
野
菜
ジ
ェ
ラ
ー
ト
な
ど

の
加
工
品
も
好
評
で
す
。

　

群
馬
県
は
全
国
有
数
の
小
麦
産
地
で
、

高
崎
産
小
麦
の
品
質
は
特
に
優
れ
て
い
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。か
つ
て
は「
す
い
と
ん
」

や「
お
き
り
こ
み
」が
家
庭
料
理
の
定
番
で
、

高
崎
の
食
文
化
は
「
粉
も
の
料
理
」
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

県
産
小
麦
の
最
高
峰
と
さ
れ
る
高
崎
産

「
き
ぬ
の
波
」
を
1
0
0
％
使
用
し
た
『
高

崎
う
ど
ん
』
は
、
腰
の
あ
る
モ
チ
モ
チ
と

し
た
食
感
と
滑
ら
か
な
の
ど
越
し
が
特
長

で
人
気
の
高
崎
ブ
ラ
ン
ド
で
す
。「
た
か
さ

き
福
々
う
ど
ん
」
は
、
地
元
野
菜
や
肉
を

　
「
開
運
た
か
さ
き
食
堂
」
は
県
外
で
高

崎
の
食
と
観
光
を
紹
介
す
る
た
め
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
す
が
、
市
民
に
も
お
披
露
目

し
た
と
こ
ろ
、
高
崎
の
魅
力
を
再
発
見
す

る
機
会
と
な
り
大
好
評
と
な
り
ま
し
た
。

自
然
、
歴
史
、
ア
ー
ト
、
音
楽
と
食
文
化

を
楽
し
み
な
が
ら
、
ま
ち
な
か
を
散
策
す

る
高
崎
ス
タ
イ
ル
の
都
市
観
光
が
大
き
な

魅
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
開
運
た
か
さ
き
食
堂
」
は

高
崎
観
光
協
会
の
商
標
登
録
と

な
っ
て
お
り
、
高
崎
の
魅
力
を

発
信
す
る
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て

い
ま
す
。

具
材
に
取
入
れ
、
各
店
が
個
性
豊
か
な
味

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

高
崎
市
民
の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
「
焼
き
ま

ん
じ
ゅ
う
」
は
、県
外
イ
ベ
ン
ト
で
は
「
こ

れ
何
？
」
と
不
思
議
が
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
マ
ス
コ
ミ
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
知
名

度
も
急
上
昇
。
都
内
の
食
の
イ
ベ
ン
ト
に

出
店
し
た
「
開
運
た
か
さ
き
食
堂
」
で
は

長
蛇
の
列
が
で
き
、
売
り
切
れ
と
な
る
ほ

ど
の
人
気
と
な
り
ま
し
た
。

　

高
崎
は
パ
ス
タ
店
が
多
く
大
盛
り
パ
ス

タ
で
有
名
な
「
パ
ス
タ
の
街
」。
そ
の
草
分

け
と
な
っ
た
の
が
昭
和
47
年
に
オ
ー
プ
ン

し
た
「
シ
ャ
ン
ゴ
」
で
す
。
オ
ー
プ
ン
キ
ッ

チ
ン
で
丈
の
高
い
シ
ェ
フ
ハ
ッ
ト
に
コ
ッ

ク
コ
ー
ト
、
ソ
ム
リ
エ
エ
プ
ロ
ン
を
身
に

着
け
た
料
理
人
た
ち
が
働
く
姿
が
斬
新
で

活
気
が
あ
り
、
個
店
と
し
て
乾
麺
の
消
費

量
は
全
国
一
を
誇
り
ま
し
た
。
初
代
社
長
の

関
﨑
省
一
郎
さ
ん
が
、
人
材
を
育
成
し
独

立
を
手
伝
っ
た
こ
と
か
ら
〝
シ
ャ
ン
ゴ
学

校
〞と
呼
ば
れ
、
流
れ
を
く
む
パ
ス
タ
店
が

増
え
て
現
在
に
至
り
ま
し
た
。
日
本
で
最

初
の
ボ
ン
ゴ
レ
の
ス
ー
プ
パ
ス
タ
や
辛
口

の
ベ
ス
ビ
オ
風
、
ロ
ー
ス
カ
ツ
の
の
っ
た

シ
ャ
ン
ゴ
風
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
で
斬
新
な

メ
ニ
ュ
ー
も
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
し
て
近

年
、
パ
ス
タ
の
街
に
ふ
さ
わ
し
い
食
の
コ

ン
テ
ス
ト
『
キ
ン
グ
オ
ブ
パ
ス
タ
』
が
毎

年
恒
例
と
な
り
、
ま
ち
一
番
の
集
客
力
を

高
崎
の
食
を
全
国
へ

「
粉
も
の
」
が
郷
土
料
理

は
じ
ま
り
は
一
軒
の
お
店
か
ら

パ
ス
タ
の
街
・
高
崎
の
由
来
と
は

高
崎
の
食
文
化
の
シ
ン
ボ
ル
に

誇
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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全国から注目される 全国から注目される 
高崎グルメ高崎グルメ

高崎で育った “うんまいもん ”を召し上がれ

▲高崎の食の代表イベント「キングオブパスタ」

▲市内で行われた「開運たかさき食堂」は大盛況

▼人気急上昇の焼まんじゅう
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　まちに残る古い建物には地域の歴史や思い出が詰まっています。しかし維持・管理に多額の費用
がかかるため解体されてしまう場合も少なくありません。高崎市は古い建物を市民活動の拠点とし
て活用する取り組みを行っています。

歴史を伝える建築物が
市民活動の拠点に

中
山
道
倉
賀
野
宿
の
散
策
拠
点

「
お
も
て
な
し
館
」

　

中
山
道
・
倉
賀
野
町
は
、
利
根
川
水
系
最

上
流
の
河
岸
と
し
て
栄
え
て
い
ま
し
た
。
倉

賀
野
地
域
に
は
脇
本
陣
跡
や
蔵
づ
く
り
の
家

を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
や
レ
ン
タ
ル
ス

ペ
ー
ス
に
改
修
し
、
イ
ベ
ン
ト
も
計
画
し
て

い
ま
す
。

　

資
金
に
は
高
崎
市
の
「
空
き
家
緊
急
総
合

対
策
事
業
」
の
助
成
金
や
企
業
の
協
賛
金
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
参
加
し
て
い
る
学
生
は
「
人
と
人
と
の

接
点
が
少
な
い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
学
生

と
社
会
人
、
地
域
の
人
が
交
流
す
る
場
に
し

て
い
き
た
い
で
す
」
と
意
欲
い
っ
ぱ
い
で
す
。

並
み
、
中
山
道
と
日
光
例
幣
使
街
道
の
分
岐

点
の
碑
と
閻え
ん

魔ま

堂
、
倉
賀
野
河
岸
跡
な
ど
、

見
ど
こ
ろ
が
い
っ
ぱ
い
で
多
く
の
歴
史
フ
ァ

ン
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
期
の
古
商
家
「
大
黒
屋
」
は
倉
賀
野

河
岸
の
歴
史
を
伝
え
る
建
築
物
で
、
市
は
寄

贈
を
受
け
て
、
こ
の
建
物
を
旧
中
山
道
の
散

策
拠
点
「
お
も
て
な
し
館
」
と
し
て
整
備
し

ま
し
た
。
見
事
な
ナ
マ
コ
壁
の
蔵
や
重
厚
な

母
屋
は
、
中
山
道
の
歴
史
を
伝
え
る
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
と
な
っ
て
い
ま
す
。
観
光
や
倉
賀
野

町
の
活
性
化
の
拠
点
と
し
て
地
域
住
民
に
運

営
を
委
託
し
、
来
館
者
に
お
茶
や
和
菓
子
の

提
供
販
売
も
行
わ
れ
ま
す
。
地
域
の
人
た
ち

は
高
札
場
の
復
元
や
休
憩
場
所
づ
く
り
に
も

取
り
組
み
、
街
道
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
古
商
家
の
再
生
に
よ
り
、

地
域
の
魅
力
が
高
ま
り
、
散
策
に
訪
れ
る
人

と
の
交
流
も
深
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

養
蚕
農
家
を
学
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ペ
ー
ス
に

　

高
崎
経
済
大
学
か
ら
徒
歩
１
０
０
歩
の
古

民
家
を
再
生
し
、
学
生
と
地
域
が
交
流
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
「
0
号
館
」
を
つ

く
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
同
大
の
学
生
た
ち
に

よ
っ
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

築
約
１
０
０
年
の
養
蚕
農
家
の
木
造
住
宅

　

今
か
ら
１
０
０
年
ほ
ど
前
、
大
正
2
年
（
１
９
１
３
）

の
1
月
に
高
崎
初
の
映
画
館
「
高
崎
電
気
館
」
は
誕
生

し
ま
し
た
。
当
時
、
映
画
は
市
民
の
最
大
の
娯
楽
で
ま

ち
な
か
に
も
た
く
さ
ん
の
映
画
館
が
あ
り
ま
し
た
。
時

代
の
流
れ
と
共
に
や
が
て
斜
陽
と
な
り
、
高
崎
の
花
街

史
を
飾
っ
た
映
画
館
は
、
一
つ
ま
た
一
つ
と
灯
り
を
消

し
て
い
き
ま
し
た
。
高
崎
電
気
館
も
平
成
13
年
に
閉
館

し
ま
し
た
が
、
所
有
者
の
手
で
昭
和
41
年
に
建
築
さ
れ

た
当
時
の
ま
ま
に
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
た
た
め
「
電

気
館
を
復
活
」
の
声
も
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
1
月
に
、
高
崎
電
気
館
の
土
地
と
建
物
が

高
崎
市
に
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
で
、
市
は
「
こ
の
ま
ま
映

画
館
と
し
て
保
存
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
所
有
者
の
要

望
を
聞
き
な
が
ら
、
ま
ち
な
か
の
市
民
活
動
拠
点
と
し

て
整
備
を
進
め
、
同
じ
年
の
10
月
に
「
地
域
活
性
化
セ

ン
タ
ー
」
と
し
て
開
館
さ
せ
ま
し
た
。
建
物
の
2
階
は

当
時
の
ま
ま
の
劇
場
で
、
高
崎
映
画
祭
ス
タ
ッ
フ
の
努

力
に
よ
っ
て
貴
重
な
大
型
映
写
機
も
修
理
し
、
映
画
上

映
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

高
崎
の
市
民
文
化
を
象
徴
す
る
建
物
、
昭
和
の
雰
囲

気
を
今
に
伝
え
る
貴
重
な
建
物
と
し
て
、
高
崎
の
名
所

に
な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
の
映
画
館
が
奇
跡
の
復
活

トピックス4　



暮
ら
し
や
す
さ
は

都
市
の
力

こ
の
ま
ち
に
住
み
続
け
た
い

　
日
本
全
体
が
人
口
減
少
時
代
に
入
り
、
首

都
圏
へ
の
人
口
集
中
が
進
み
、
地
方
都
市
で

は
、
限
ら
れ
た
人
口
の
パ
イ
を
奪
い
合
う
時

代
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
生
活
・
教
育
・

子
育
て
環
境
が
充
実
し
た
高
崎
市
は
「
暮
ら

し
や
す
い
ま
ち
」
と
実
感
で
き
、
働
く
世
代

の
転
入
増
加
に
も
表
れ
て
い
ま
す
。

　

都
市
型
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ

た
住
宅
建
設
は
県
内
で
も
高
崎
市
に
集
中

し
て
い
ま
す
。
そ
の
多
く
は
高
崎
駅
を
中
心

と
し
た
中
心
市
街
地
に
あ
り
、
他
都
市
か
ら

の
転
勤
者
や
都
内
へ
の
新
幹
線
通
勤
者
も

多
い
の
が
特
徴
で
す
。
生
活
が
便
利
で
医
療

に
も
安
心
な
高
崎
都
心
に
、
老
後
の
暮
ら
し

を
求
め
る
高
齢
者
層
に
も
ニ
ー
ズ
が
あ
り

ま
す
。

　
高
崎
市
は
、「
都
心
東
地
区
再
開
発
事
業
」

と
し
て
民
間
活
力
を
導
入
し
た
マ
ン
シ
ョ

ン
建
設
を
進
め
、
良
好
な
居
住
環
境
の
創
出

と
中
心
市
街
地
の
空
洞
化
の
歯
止
め
に
大

き
な
成
果
を
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
再
開
発
事

業
は
、高
崎
都
心
部
の
民
間
開
発
を
誘
導
し
、

高
崎
駅
周
辺
の
交
通
利
便
性
や
ま
ち
な
か

の
暮
ら
し
や
す
さ
か
ら
、「
マ
ン
シ
ョ
ン
住

ま
い
を
す
る
な
ら
高
崎
」
と
い
う
都
市
ブ
ラ

ン
ド
も
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
駅
ち
か
」
で
便
利
。

利
便
性
の
高
い
ま
ち
な
か
居
住

　
「
高
崎
は
義
理
人
情
が
厚
く
、
と
て
も
あ
た
た
か
く

迎
え
て
く
れ
ま
す
」
と
、
高
崎
に
赴
任
し
た
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ン
が
市
民
気
質
を
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

「
引
っ
越
し
て
き
た
ば
か
り
だ
け
ど
、
マ
マ
友
の
輪
が

広
が
っ
て
子
育
て
が
楽
し
い
で
す
ね
」。
高
崎
は
市
民

の
交
流
が
盛
ん
な
ま
ち
で
す
。

　

高
崎
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
市
民
の
気
持
ち
が
訪
れ

る
人
々
に
伝
わ
り
、
誰
も
が
高
崎
を
大
好
き
に
な
る
。

「
ず
っ
と
こ
の
ま
ち
で
暮
ら
し
た
い
」。
暮
ら
し
や
す
さ

も
高
崎
の
都
市
力
で
す
。
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働
く
世
代
の
支
援
と
し
て
、
子
ど
も

を
安
心
し
て
預
け
ら
れ
る
保
育
環
境
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
高
崎
市
は
待
機
児
童

ゼ
ロ
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
病
児
・

病
後
児
保
育
、
夜
間
や
短
期
間
の
預
か

り
体
制
も
確
保
し
、子
育
て
家
庭
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
市
内
に
は
15
か
所
の
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
、
５
か
所
の
児
童
館
と
２

か
所
の
児
童
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、

子
育
て
に
関
す
る
不
安
や
疑
問
に
つ
い

て
の
相
談
窓
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地

域
の
保
育
情
報
の
提
供
や
活
動
状
況
の

紹
介
、
遊
び
場
の
提
供
、
親
子
、
親
同

士
、子
ど
も
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
づ
く
り
や
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
お
手

伝
い
な
ど
、
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　保育所待機児の増加が全国的な課題となる中、
高崎市はいちはやく「待機児ゼロ」に取り組みま
した。保護者の希望に沿った保育所入所を最重点
に、保育士の確保や保育所の拡張を実施し、待機
児ゼロを実現しました。

　マタニティから出産、子育てまで高崎市はきめ
細かな支援事業を実施しています。子どもの健康、
成長や発達に関わるサポートも専門スタッフが身
近な相談相手として寄り添っています。不妊治療
にも手厚い支援を行い、経済負担の軽減をはかっ
ています。

保育所の待機児ゼロを実現

　高崎市の学校給食は、各学校・園に調理室と専
属の職員を配置する「自校方式」を中心に、特色
ある食育を行っています。調理施設全てに栄養教
諭・栄養士を配置し、地域の食材を生かした魅力
あるメニュー開発も盛んに行われ「奇跡の給食」
とも言われています。食物アレルギーを持った子
どもたちにも個別に対応し、日本一の学校給食と
自負しています。

自校方式で「奇跡の給食」

マタニティから一貫支援

　高崎市子育て応援情報サイト『ちゃいたか』は、
高崎市の子育て情報を網羅し、ワンストップで子
育て情報を提供するウェブサイトです。市民ボラ
ンティアが取材した子育て記事が満載で、子育て
ファミリーの情報ツールとして役立っています。
子育ての楽しさ、子育ての喜びを分かち合い、子
育ての悩みを市民みんなで考えていく手作り情報
サイトです。

市民が創る子育て支援サイト

住
み
や
す
い
子
育
て
環
境
の

整
っ
た
ま
ち

暮らしやすさは都市の力



健
康
に
暮
ら
す

健
康
に
暮
ら
す

安
心
安
全
を
守
る

安
心
安
全
を
守
る

　高崎市は急病に備えた夜間休日の診療体制を確保する
とともに、重篤な患者や小児の救急医療、周産期医療に
力を入れています。消防局では高度救命を行う高規格救
急車と救急救命士の配備を進め、迅速な患者搬送を行う
ため医療機関との連携も強化しています。また夜間薬局
を開設し、医薬品を 24時間いつでも購入できるよう体
制づくりを行っています。

　高齢者の介護、医療、生活支援を日常的な生活圏で充
実させるため、高崎市は、地域の拠点となる「地域包括
支援センター」を「高齢者あんしんセンター」として業
務拡張し、市内 26カ所に展開する支援体制を構築しま
した。高齢者宅を訪問しながら「なんでも相談できる」
パートナーとしての役割を担い、高齢者に寄り添った支
援を行っています。

　大規模災害に備え、本番を想定した防災訓練を高崎市
は関係機関と連携しながら実施しています。直下型地震
で震度６強を想定した震災訓練、局所的な大雨で河川の
氾濫を想定した水防訓練、応急救護所で傷病者の重症度
を判定するトリアージ訓練、テロを想定した国民保護訓
練などを行い、万が一に備えています。また各町内の自
主防災組織の取り組みも進んでいます。

　高崎市は土砂崩れや河川の増水の恐れがある危険箇所
を担当職員 800人が点検し、災害の未然防止や被害の軽
減につなげようと、全力で取り組んでいます。緊急を要
する河川の浚

しゅんせつ

渫を迅速に実施するとともに、地元市民の
要望を聞きながら長期的、広域的な防災計画に対策を反
映させています。

高度な救急救命医療

お年寄りに寄り添うサポート

災害に備えて防災訓練

危険箇所を総点検
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市
民
が
生
き
生
き
と
健
や
か
に
暮

ら
し
、
安
心
安
全
な
地
域
社
会
を
築

く
た
め
、
高
崎
市
は
医
療
、
福
祉
の

充
実
、
災
害
に
強
い
都
市
基
盤
整
備

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
医
療
の
中
核
を
な
す
高
崎
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
専
門
性
の

高
い
高
度
医
療
や
市
内
の
拠
点
病
院

と
連
携
し
た
地
域
医
療
に
取
り
組
む

ほ
か
、
救
命
救
急
医
療
、
小
児
救
急

医
療
、
周
産
期
医
療
を
中
心
に
高
度

な
医
療
機
能
を
備
え
て
い
ま
す
。
ま

た
医
師
が
同
乗
し
て
現
場
に
出
場
す

る
ド
ク
タ
ー
カ
ー
を
、
高
崎
市
等
広

域
消
防
局
と
連
携
し
て
県
内
に
先
駆

け
て
導
入
し
、
救
命
率
の
向
上
を
は

か
っ
て
い
ま
す
。

　

高
崎
市
は
大
規
模
災
害
の
少
な
い

都
市
で
す
が
、
常
備
消
防
を
中
心
と

し
た
防
災
に
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、

市
内
全
域
を
対
象
に
自
然
災
害
の
防

止
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

暮らしやすさは都市の力
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東
日
本
大
震
災
の
復
興
や
、
東
京
２
０
２
０

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

の
開
催
決
定
を
通
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
や
選
手
の

活
躍
が
国
民
に
与
え
る
喜
び
、
勇
気
、
希
望
、

そ
し
て
夢
の
大
き
さ
が
、
改
め
て
実
感
さ
れ
る

と
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。
高
崎
市
で
は
こ
う
し

た
「
ス
ポ
ー
ツ
の
持
つ
力
」、「
ス
ポ
ー
ツ
の
可

能
性
」
に
着
目
し
、
政
策
の
基
軸
に
す
え
た
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

者
単
身
世
帯
の
増
加
、
近
所
付
き
合
い
の
希

薄
化
が
進
み
、
防
犯
や
防
災
面
で
の
不
安
や

高
齢
者
の
孤
立
、
青
少
年
の
非
行
と
い
っ
た

問
題
の
発
生
に
対
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た

ま
ち
づ
く
り
が
有
効
な
解
決
策
を
導
く
と
考

え
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
市
民
の
関
心
を
高

め
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
で
、
楽
し
さ

や
喜
び
、
個
々
が
つ
な
が
る
一
体
感
な
ど
を

感
じ
な
が
ら
、
様
々
な
世
代
の
市
民
が
健
康

で
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行

い
ま
す
。

地
域
活
性
の
起
爆
剤
に

　

国
際
的
な
競
技
会
や
全
国
的
な
競
技
会
を

誘
致
す
る
こ
と
で
、
選
手
や
関
係
者
、
ス

ポ
ー
ツ
観
戦
を
楽
し
み
に
訪
れ
る
人
な
ど
、

ス
ポ
ー
ツ
交
流
人
口
の
増
加
が
期
待
で
き
る

と
と
も
に
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
観
光
も
一
緒

に
楽
し
め
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
ス

ポ
ー
ツ
を
き
っ
か
け
と
し
た
観
光
産
業
（
ス

ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
）
を
育
む
取
り
組
み
を

行
い
ま
す
。

　

近
年
、
高
崎
市
で
は
榛
名
山
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム

in
高
崎
や
榛
名
湖
リ
ゾ
ー
ト
・
ト
ラ
イ
ア
ス

ロ
ン
な
ど
、
市
外
か
ら
も
多
く
の
参
加
者
が

訪
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
・
支
援
し
て

い
ま
す
。
豊
か
な
自
然
は
も
ち
ろ
ん
、
地
元

の
人
た
ち
の
温
か
い
歓
迎
ぶ
り
に
ひ
か
れ
、

リ
ピ
ー
タ
ー
と
し
て
訪
れ
る
人
々
も
決
し
て

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

を
地
域
振
興
の
糸
口
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

高
崎
な
ら
で
は
の
新
た
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

大
正
9
年
に
日
本
人
と
し
て
初
め
て
ウ
ィ

ン
ブ
ル
ド
ン
選
手
権
に
出
場
し
た
清
水
善
造

氏
生
誕
の
地
が
、
高
崎
市
箕
郷
町
で
す
。
高

崎
市
で
は
、
こ
の
清
水
善
造
メ
モ
リ
ア
ル
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
を
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
ス
ポ
ー
ツ

Ｊ
Ｏ
Ｃ
パ
ー
ト
ナ
ー
都
市
と
し
て

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
を
迎
え
る
環
境

を
整
え
る

　

平
成
29
年
3
月
に
国
際
大
会
や
全
国
的
な

規
模
の
競
技
会
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致
な

ど
を
視
野
に
入
れ
、
そ
れ
に
対
応
で
き
る
機

能
を
備
え
た
新
体
育
館
が
完
成
す
る
予
定
で

す
。

　

そ
れ
に
先
立
ち
、
高
崎
市
は
、
平
成
27
年

4
月
3
日
に
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
）
と
「
Ｊ
Ｏ
Ｃ
パ
ー
ト
ナ
ー
都
市

協
定
」
を
締
結
し
、
北
関
東
で
は
初
、
全
国

で
は
19
番
目
の
パ
ー
ト
ナ
ー
都
市
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
国

際
競
技
力
の
向
上
を
目
的
と
し
た
「
強
化
拠

点
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想
」
の
一
環
で
、
全
国

の
締
結
都
市
が
関
連
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
優
先

利
用
な
ど
で
協
力
し
て
い
く
も
の
で
す
。
そ

の
特
典
と
し
て
、
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
（
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
日
本
代
表
選
手
な
ど
）
に
よ
る
学
校

の
授
業
の
開
催
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
イ
ベ
ン
ト

へ
の
協
力
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
で

健
や
か
で
楽
し
い
暮
ら
し
を
創
出

　

新
体
育
館
を
は
じ
め
、
野
球
・
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
・
ラ
グ
ビ
ー
、
テ
ニ

ス
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
な
ど
高
崎
市
で

は
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

社
会
の
成
熟
化
に
よ
る
核
家
族
化
、
高
齢

施
設
と
し
て
整
備
し
、
選
手
の
育
成
に
も
力

を
注
ぎ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
を
代
表
す
る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

選
手
が
多
く
、
代
表
的
な
チ
ー
ム
で
あ
る

「
ビ
ッ
ク
カ
メ
ラ
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
高
崎
」

が
高
崎
市
を
拠
点
に
活
躍
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
練
習
場
の
整
備
を
は
じ
め
、
選
手
た
ち

と
子
ど
も
た
ち
の
交
流
の
機
会
を
設
け
る
こ

と
で
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
メ
ッ
カ
と
し
て
の

機
運
を
高
め
て
い
き
ま
す
。



市
長　

高
崎
に
は 「
音
楽
の
あ
る
ま
ち
」

と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
あ
り
ま

す
。
群
馬
交
響
楽
団
誕
生
の
地
で
あ

る
高
崎
は
伝
説
の
ス
ー
パ
ー
バ
ン
ド

BO
Ø
W
Y

を
輩
出
し
た
ま
ち
。
そ
う
考

え
た
ら
ロ
ッ
ク
や
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
も
盛

ん
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

多
胡　

僕
は
東
京
で
プ
ロ
と
し
て
仕
事
を

し
て
き
て
、
ま
ち
お
こ
し
に
そ
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
生
か
せ
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
し

た
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
作
品
に
魂
を
こ
め

ら
れ
る
ス
タ
ジ
オ
を
造
り
、
ま
ち
お
こ
し

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
。

市
長　

多
胡
さ
ん
が
高
崎
の
ま
ち
を
盛
り

上
げ
よ
う
と
い
う
意
欲
的
な
人
だ
と
知

り
、
応
援
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
平
成

26
年
3
月
にTAG

O
 STU

D
IO

が
始
動

し
ま
し
た
が
、
前
例
の
な
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
し
た
。

多
胡　

こ
こ
に
あ
る
10
枚
ほ
ど
の
C
D

はTAG
O

 STU
D
IO

で
レ
コ
ー
デ
ィ
ン

グ
し
て
世
に
出
し
た
も
の
で
す
。
い
ま
ま

で
は
東
京
で
し
か
対
応
で
き
な
か
っ
た
高

い
レ
ベ
ル
の
ス
タ
ジ
オ
が
高
崎
に
あ
る
、

東
京
で
は
な
く
高
崎
のTAG

O

 STU
D
IO

を
目
指
せ
ば
プ
ロ
に
な
れ
る
、
こ
の
仕
組

み
は
市
長
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
前

例
の
な
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
革
命
的
な
こ

と
で
す
。
踏
み
出
し
て
い
た
だ
い
た
勇
気

に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

市
長　

高
崎
で
録
音
し
た
こ
と
が
明
記
さ

れ
て
い
ま
す
か
。

多
胡　

Ｃ
Ｄ
に
はTAG

O
 STU

D
IO
 

TA
KA
SA
KI

と
あ
り
ま
す
。
ス
タ
ジ
オ

を
利
用
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
か
ら
は

「
本
気
の
も
の
を
造
っ
た
ね
」と
好
評
で

す
。

市
長　

そ
れ
は
も
っ
と
宣
伝
し
た
い
で
す

ね
。
ビ
ー
ト
ル
ズ
が
生
ま
れ
た
イ
ギ
リ
ス

の
リ
バ
プ
ー
ル
に
は
世
界
中
か
ら
ビ
ー
ト

ル
ズ
フ
ァ
ン
が
訪
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
メ
ン

フ
ィ
ス
に
は
プ
レ
ス
リ
ー
フ
ァ
ン
が
集
ま

る
。
高
崎
も
い
つ
か
そ
ん
な
ま
ち
に
し
た

い
で
す
。

市
長　

も
う
一
つ
、
高
崎
駅
前
な
ど
の
路

上
で
ロ
ッ
ク
や
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ

タ
ー
の
弾
き
語
り
な
ど
を
や
っ
て
い
る
若

者
た
ち
を
高
崎
で
は
登
録
制
で
受
け
入
れ

て
い
ま
す
。
騒
音
と
し
て
規
制
が
か
か
る

ま
ち
も
あ
る
そ
う
で
す
が
。

多
胡　

は
い
。
路
上
ラ
イ
ブ
は
制
限
さ
れ

つ
つ
あ
り
、
他
の
ま
ち
で
は
警
察
に
拘
束

さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
出
て
い
ま
す
。
高
崎
を

訪
れ
る
若
い
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
増
え
て

い
る
と
感
じ
ま
す
。
中
に
は
金
の
卵
の
よ

う
な
若
者
も
い
て
、
声
を
か
け
て
デ
モ

テ
ー
プ
を
ス
タ
ジ
オ
に
持
っ
て
き
て
と
、

名
刺
を
渡
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

市
長　

そ
れ
は
い
い
話
で
す
。
多
胡
さ
ん

が
火
付
け
役
と
な
り
、
商
店
街
で
週
末
に

路
上
で
の
音
楽
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
っ
て
、
気
運
の
高
ま
り
を

感
じ
ま
す
ね
。
高
崎
は
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
の

数
も
結
構
多
い
そ
う
で
す
ね
。

多
胡　

ま
ち
な
か
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
7
店

舗
が
連
動
し
た
音
楽
フ
ェ
ス
に
、TAG

O
 

STU
D
IO

が
運
営
本
部
と
し
て
参
加
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
入
場
リ
ス
ト
バ

ン
ド
を
持
っ
た
人
た
ち
に
限
り
、
ス
タ
ジ

オ
見
学
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た

が
、
か
な
り
画
期
的
な
試
み
で
し
た
。

市
長　

ま
ち
な
か
の
ス
ト
リ
ー
ト
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
や
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
、
そ
し
て

TAG
O
 STU

D
IO

が
う
ま
く
連
動
し
て
、

金
の
卵
の
よ
う
な
若
者
が
多
胡
さ
ん
の
と

こ
ろ
で
チ
ャ
ン
ス
を
も
ら
え
る
よ
う
に
な

る
。
市
の
予
算
に「
高
崎
サ
ウ
ン
ド
創
造

活
動
事
業
費
補
助
」と
い
う
項
目
を
つ
く

り
ま
し
た
。
リ
バ
プ
ー
ル
サ
ウ
ン
ド
や
メ

ン
フ
ィ
ス
の
プ
レ
ス
リ
ー
サ
ウ
ン
ド
の
よ

う
に
『
高
崎
サ
ウ
ン
ド
』
を
創
造
し
よ
う

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
う
い
う
挑
戦
が
許

さ
れ
る
の
が
高
崎
の
良
さ
と
い
え
ま
す
。

市
長　

高
崎
の
ス
ト
リ
ー
ト
か
ら
ス
ー

パ
ー
ス
タ
ー
が
生
ま
れ
、
ス
タ
ー
に
ち
な

ん
だ
飲
食
店
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
追
っ
か
け

て
、
フ
ァ
ン
が
ま
ち
や
ス
タ
ジ
オ
に
や
っ

て
く
る
。
そ
ん
な
日
が
く
る
の
が
待
ち
遠

し
い
で
す
。

プ
ロ
に
な
れ
る
仕
組
み
が

高
崎
に
で
き
た
こ
と
が
革
命
的

路
上
ラ
イ
ブ
歓
迎
の
高
崎

ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
と
ス
タ
ジ
オ
が
連
動

「
音
楽
の
あ
る
ま
ち
」を
進
化
さ
せ
る

前
例
の
な
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「音楽」と「スポーツ」でもっと輝く高崎に
 市長対談
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多
胡　

市
長
、
追
っ
か
け
の
子
な
ら
も
う

来
て
い
ま
す
。TAG

O
 STU

D
IO

で
は

レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
風
景
を
写
真
に
撮
り
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
映
し
出
し
た
も
の
を

ラ
ウ
ン
ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

こ
で
し
か
見
ら
れ
な
い
画
像
を
目
当
て
に

熱
心
な
フ
ァ
ン
が
訪
れ
ま
す
。
千
葉
や
新

潟
、
先
日
は
京
都
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
来
た
と

い
う
女
性
も
い
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
し
た

観
光
名
所
で
す
。

市
長　

高
崎
に
追
っ
か
け
が
増
え
た
と
い

う
話
は
、
大
々
的
に
紹
介
し
て
ほ
し
い
。

効
果
の
ほ
ど
を
市
民
の
み
な
さ
ん
に
ア

ピ
ー
ル
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
。

多
胡　

子
ど
も
た
ち
に
プ
ロ
の
レ
コ
ー

デ
ィ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ
に
つ
い
て
知
っ
て
も

ら
お
う
と
始
め
た「
小
学
生
の
校
歌
体
験

レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
」が
大
変
好
評
で
す
。

プ
ロ
が
使
う
機
材
を
使
っ
て
校
歌
の
体
験

レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
し
て
Ｃ
Ｄ
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
て
い
ま
す
。「
体
験
レ
コ
ー
デ
ィ

ン
グ
を
通
し
て
、
音
楽
へ
の
関
心
が
高

ま
り
、
今
ま
で
以
上
に
音
楽
を
好
き
に

な
っ
て
く
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
。メ
ロ

デ
ィ
ー
で
心
を
つ
な
い
で
、
音
楽
の
あ
る

ま
ち
高
崎
を
一
緒
に
育
て
て
い
き
ま
し
ょ

う
」と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て
。
子

ど
も
た
ち
が
一
生
懸
命
に
歌
う
校
歌
を
聴

い
て
感
動
し
て
泣
き
そ
う
に
な
り
ま
し

た
。

市
長　

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
お
願

い
し
ま
す
よ
。
全
国
か
ら
ロ
ッ
ク
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
が
参
加
す
る
コ
ン
テ
ス
ト
の
よ

う
な
も
の
も
面
白
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。

多
胡　

い
ろ
い
ろ
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
い

き
ま
す
よ
。TAG

O
 STU

D
IO

は
、
心

の
こ
も
っ
た
あ
た
た
か
い
音
楽
を
つ
く
る

場
と
し
て
、
プ
ロ
に
使
っ
て
い
た
だ
く
の

は
も
ち
ろ
ん
、
高
崎
か
ら
次
世
代
の
ス

タ
ー
を
育
て
世
界
に
発
信
し
て
い
き
た

い
。
バ
ン
ド
サ
ウ
ン
ド
な
ら
高
崎
！
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
海
外
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
も
交
流
を
深
め
、
文
化
交
流

の
拠
点
に
し
た
い
で
す
。
絶
対
に
素
晴
ら

し
い
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を
見
つ
け
、
こ
の

街
を
リ
バ
プ
ー
ル
の
よ
う
に
し
ま
す
。

市
長　

う
れ
し
い
で
す
ね
。
応
援
し
ま
す

よ
。今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

多
胡　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小
学
生
が
歌
う
校
歌
を

聴
い
て
泣
き
そ
う
に
な
っ
た

お
っ
か
け
も
や
っ
て
く
る
観
光
名
所
に

　TAGO STUDIO TAKASAKI は、プロ仕様のレコーディングスタジオとして高崎市が設置し、平成
26年３月にオープンしました。運営責任者を務める多胡邦夫さんは、高崎出身で在住の作曲家・音楽
プロデューサーです。高崎市では、多胡さんの「音楽で高崎に恩返しをしたい」という想いと、国内トッ
プクラスの音楽プロデューサーのノウハウを力に、高崎ブランドの音楽の創造と発信を支援しています。

ＴＡＧＯ ＳＴＵＤＩＯ TAKASAKI運営責任者

多胡 邦夫さん 富岡 賢治プロフィール
多胡邦夫さん：高崎市出身・在住。1973
年生まれ。作曲家・音楽プロデューサー。
浜崎あゆみ、hitomi、Every Little Thing、
AKB48等へ楽曲提供。エイベックス・マ
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市
長　

高
崎
市
は
今
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を

充
実
し
よ
う
と
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
先
陣
を
切
っ
て
進
め
て
い
る

の
が
、
総
合
体
育
館
の
建
設
で
、
既
に
世

界
大
会
開
催
の
声
も
か
か
っ
て
い
ま
す
。

次
に
、
高
崎
の
特
徴
的
な
ス
ポ
ー
ツ
を
応

援
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
、
一
つ

は
、
か
つ
て
箕
郷
町
出
身
の
清
水
善
造
さ

ん
が
世
界
に
そ
の
名
を
知
ら
し
め
た
テ
ニ

ス
で
、
メ
モ
リ
ア
ル
コ
ー
ト
の
建
設
。
も

う
一
つ
は
、
宇
津
木
さ
ん
が
後
押
し
す
る

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
専
用
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
建
設

で
す
。

宇
津
木　

高
崎
に
住
ん
で
30
年
に
な
り
ま

す
が
、
地
域
の
人
の
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る

熱
い
思
い
を
強
く
感
じ
ま
す
。
国
際
レ
ベ

ル
の
大
会
を
開
き
、
子
ど
も
た
ち
が
ト
ッ

プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
姿
を
間
近
で
見
ら
れ
て

夢
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
施
設
が
で
き
た

ら
最
高
で
す
ね
。

市
長　

宇
津
木
さ
ん
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
選
手

や
監
督
と
し
て
世
界
の
ト
ッ
プ
で
活
躍
し

た
人
の
体
験
や
視
点
を
活
か
す
こ
と
で
、

使
い
勝
手
の
良
い
充
実
し
た
施
設
に
し
た

い
で
す
。

宇
津
木　

試
合
で
使
う
側
の
現
場
目
線
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
私
は
市
民
と
の
交
流

が
多
い
の
で
、観
覧
す
る
側
の
市
民
目
線
、

ど
ち
ら
も
期
待
に
お
応
え
で
き
る
と
思
い

ま
す
。

　
市
長　

平
成
27
年
1
月
1
日
よ
り
ル
ネ
サ

ス
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
高
崎
の
女
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
が
、
活
動
継
続
の
た

め
ビ
ッ
ク
カ
メ
ラ
に
チ
ー
ム
を
移
管
し

「
ビ
ッ
ク
カ
メ
ラ
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
高

崎
」が
発
足
し
ま
し
た
。
チ
ー
ム
体
制
は
、

宇
津
木
妙
子
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
宇

津
木
麗
華
監
督
、
岩
渕
有
美
コ
ー
チ
、
上

野
由
岐
子
選
手
兼
コ
ー
チ
、
選
手
20
人
。

最
初
「
ル
ネ
サ
ス
か
ら
チ
ー
ム
が
移
管
す

る
」
と
い
う
話
を
聞
い
た
と
き
は
驚
き
ま

し
た
。
チ
ー
ム
が
高
崎
か
ら
出
る
よ
う
な

こ
と
が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
と
、
創
業
者

が
高
崎
の
人
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ビ
ッ
ク

カ
メ
ラ
さ
ん
に
相
談
し
ま
し
た
。「
こ
の

チ
ー
ム
は
高
崎
の
み
な
ら
ず
日
本
の
宝
。

ビ
ッ
ク
カ
メ
ラ
誕
生
の
地
・
高
崎
市
と
手

を
携
え
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
宮
嶋

社
長
に
言
っ
て
い
た
だ
き
感
激
し
ま
し

た
。

宇
津
木　

私
個
人
と
し
て
も
チ
ー
ム
と
し

て
も
本
当
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
34
年
の
歴
史
あ
る
チ
ー
ム
が
地
域

に
馴
染
む
に
は
勝
つ
こ
と
が
大
事
で
、
選

手
が
人
と
し
て
愛
さ
れ
る
よ
う
人
間
教
育

も
必
要
。
歓
迎
さ
れ
支
援
さ
れ
る
チ
ー
ム

に
な
ろ
う
と
い
う
想
い
で
や
っ
て
き
ま
し

た
。
廃
部
と
な
っ
た
チ
ー
ム
も
見
て
い
る

だ
け
に
、
守
っ
て
い
た
だ
い
た
と
い
う
感

謝
の
気
持
ち
と
、
だ
か
ら
こ
そ
し
っ
か
り

や
ろ
う
と
い
う
責
任
を
感
じ
て
い
ま
す
。

市
長　

高
崎
市
で
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
盛

ん
な
の
で
、
専
用
球
場
を
求
め
る
声
が
随

分
あ
り
ま
し
た
。
フ
ィ
ー
ル
ド
が
4
面
と

れ
そ
う
な
土
地
が
取
得
で
き
、
チ
ー
ム
が

一
日
も
早
く
練
習
が
で
き
る
よ
う
急
い
で

工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

宇
津
木　

私
た
ち
が
練
習
し
て
い
る
姿
を

市
民
の
皆
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

子
ど
も
た
ち
の
希
望
の
星
、
皆
さ
ん
の
元

気
の
素
に
な
れ
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

市
長　

超
一
流
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の

練
習
風
景
は
、
子
ど
も
た
ち
の
大
き
な
刺

激
に
な
り
ま
す
。

宇
津
木　

逆
に
選
手
に
も
励
み
に
な
り
ま

す
。
見
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
試
合
と

一
緒
で
す
か
ら
、
も
っ
と
努
力
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

市
長　

宇
津
木
さ
ん
は
、
小
学
生
の
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
の
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム
の
創
設
を

目
指
し
て
い
る
そ
う
で
す
が
。

宇
津
木　

は
い
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
も
ち

ろ
ん
、
子
ど
も
た
ち
に
も
っ
と
体
を
動
か

し
な
が
ら
、
人
と
の
か
か
わ
り
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
時
に

は
ミ
ス
を
し
、
そ
れ
を
み
ん
な
で
助
け

合
っ
て
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
。
最

後
は
他
人
で
は
な
く
自
分
が
頑
張
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
学
ん
で
ほ

し
い
で
す
。

市
長　

そ
れ
は
い
い
で
す
ね
。
ぜ
ひ
応
援

し
た
い
で
す
。
私
は
子
ど
も
の
こ
ろ
野
球

を
し
て
い
て
、
決
勝
戦
の
4
打
席
全
て
を

覚
え
て
い
ま
す
。
球
場
の
匂
い
や
手
に
汗
握

る
瞬
間
、
子
ど
も
時
代
の
印
象
は
強
烈
で

す
。
子
ど
も
た
ち
に
様
々
な
思
い
出
を
与

え
ら
れ
る
ま
ち
に
し
た
い
で
す
ね
。

 

宇
津
木　

2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
競
技
種
目
に

な
る
こ
と
は
大
き
な
願
い
で
す
。
そ
の
前

提
と
し
て
世
界
へ
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
普

及
が
あ
る
の
で
す
が
、
か
な
り
根
気
の
い

る
活
動
で
す
。
ア
フ
リ
カ
に
行
っ
た
と
き

は
、
学
校
に
行
け
な
い
子
ど
も
た
ち
に
出

会
い
、
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
る

幸
せ
を
気
づ
か
さ
れ
、
忍
耐
強
く
続
け
て

い
こ
う
と
考
え
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

市
長　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

種
目
復
活
は
、
日
本
全
体
が
応
援
し
て
い

ま
す
。
平
成
26
年
8
月
の
オ
ラ
ン
ダ
大
会

で
優
勝
し
た
時
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
の
半
分
は

高
崎
の
チ
ー
ム
の
所
属
で
し
た
ね
。
こ
こ

で
改
め
て
宇
津
木
さ
ん
に
お
願
い
な
の
で

す
が
、
ビ
ッ
ク
カ
メ
ラ
、
太
陽
誘
電
と
い

う
日
本
最
強
チ
ー
ム
が
2
チ
ー
ム
あ
り
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
専
用
球
場
も
で
き
る
の

で
、
国
際
大
会
を
高
崎
に
持
っ
て
き
て
ほ

し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

宇
津
木　

2
0
2
0
年
が
決
ま
れ
ば
18
年

が
世
界
選
手
権
で
予
選
の
年
に
な
り
ま

す
。
世
界
選
手
権
を
誘
致
す
る
か
、
も
し

く
は
、
19
年
に
プ
レ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
し

て
8
チ
ー
ム
く
ら
い
呼
ん
で
や
る
の
も
い

い
で
す
ね
。

市
長　

将
来
は
高
崎
を
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の

メ
ッ
カ
に
し
た
い
。
高
崎
を
ス
ポ
ー
ツ
の

ま
ち
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
の
応
援
と
支
援
は
惜
し
み
ま
せ

ん
。今
後
と
も
ご
助
言
を
お
願
い
し
ま
す
。

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

宇
津
木　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
ビ
ッ
ク
カ
メ
ラ
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

高
崎
」が
発
足

子
ど
も
た
ち
の
希
望
の
星
に

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目
復
活
を
願
い

国
際
大
会
も
高
崎
で
開
き
た
い

総
合
体
育
館
、テ
ニ
ス
や

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
専
用
コ
ー
ト
な
ど

施
設
の
充
実
を
は
か
る

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て

生
き
る
力
を
育
ん
で
ほ
し
い

　2008年北京オリンピックで金メダルを獲得した女子ソフトボール。宇津木妙子監督率いる「宇津
木ジャパン」の選手たちの活躍、特に「世界最速」の上野由岐子投手の力投は国民を熱狂させました。
その後、宇津木ジャパンの長距離砲として破壊力を発揮した山路典子、宇津木麗華両氏が、それぞれ高
崎の監督に就任。日本を代表する選手が、高崎のチームに多いことから、ソフトボールは高崎ブランド
となっています。高崎市は、浜川運動公園にソフトボール場を整備し、支援していきます。

&プロフィール
宇津木妙子さん：国内外でのソフトボール
の普及発展を目的に、2011年にＮＰＯ法
人ソフトボールドリームを設立。高崎市内
に事務局を置き幅広く活動する。高崎市が
進める高崎文化芸術センターと新体育館に
ついてアドバイザーを務めている。

富岡 賢治
高崎市長ＮＰＯ法人 ソフトボールドリーム理事長

宇津木 妙子さん

「音楽」と「スポーツ」でもっと輝く高崎に
 市長対談 TALK TO TALK＃2
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